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目地区の自慢は、毎月一日に行われている「あ

いさつチャレンジデー」です。これは、西目

小中と青少年育成市民会議西目支部や地域の方々

が、朝に出会う人達と挨拶で交流を行い、日々の感

謝を伝える取り組みです。

　その日は、私達西目中生も、こども園や小学校

で活動しますが、小さな子からお年寄りまで声を掛

け合って交流をすることに「西目の誇りと絆」を強

く感じます。私はこれからも挨拶の輪を広げ、積極

的に声を出す人になりたいです。

  挨拶で気持ちを伝え合える西目は、私の大好きな

居場所です。これからも爽やかな笑顔と元気な挨

拶を、西目の風に乗せて地域の皆さんにお届けしま

す。

は鳥海町に住んでいます。鳥海町の好きなと

ころは、二つあります。

　一つ目は、豊かな自然です。自然に囲まれて過ご

すと気分が落ち着きます。特に好きなところは鳥海

山です。学校からきれいに見えるので、学校や地域

のシンボルのようなものだと思っています。

　二つ目は、地域の人のあたたかさです。登校する

とき、近所のおばさんはいつも「おはよう、裕奈ちゃ

ん」と声をかけてくれます。そんなときは元気にあ

いさつを返しています。あいさつを交わし合うこと

で、地域の人のあたたかさが伝わってきます。

　これからも鳥海町の良いところを見つけ、さらに

住みやすいまちにしていきたいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.29

西 私

鳥海町のここが好き

鳥海小学校 ６年

さん菅野 裕奈

西目中学校 ２年

（町内名　新町）（町内名　潟端）

さ さ き ゆ あ すが の ゆ な

さん佐々木 結愛
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挨拶を西目の風にのせて

議会だより第 70 号 P.12 の氏名（読みがな）に次のとおり誤りがありました。
（誤）伊藤  侑翔  いとう ゆうしょう さん　→　（正）伊藤  侑翔  いとう ゆきと さん

お詫びして訂正いたします。
お詫びと訂正



姉妹城・親善都市と交流都市の
　　　　　　　　　　　　　　観光と物産展　開催式典（高松市）
全国市議会議長会研究フォーラム　～２０日（長野市）

伝統的工芸品月間国民会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国大会記念式典（秋田市）
市文化財保護団体連合会歴史講演会

民生委員・児童委員委嘱辞令伝達式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　並びに退任感謝状贈呈式
鳥海ダム転流式

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

１０月 １１月 １２月

66,457円
（8件）

50,059円
（11件）

5,000円
（1件）

40,000円
（2件）

30,000円
（1件）

0円
（0件）

議長交際費議長交際費

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

１０月

１１月

１２月

１２月

１１月

１０月

議会報編集特別委員会
愛知県豊橋市議会総務委員会行政視察来訪
議会運営委員会
議会報編集特別委員会
臨時会
議会全員協議会
総務常任委員会協議会
群馬県太田市議会行政視察来訪
京都府向日市議会行政視察来訪

横手市議会行政視察来訪
岩手県奥州市議会行政視察来訪
会派代表者会議
議会運営委員会
本会議（開会）
議会全員協議会

本会議（一般質問）～８日
議会運営委員会
会派代表者会議
委員会（議案審査）および１２日
議会運営委員会
本会議（閉会）
会派代表者会議
議会報編集特別委員会

４日

１１日

１７日

１８日
２５日

１５日

１６日
２２日
３０日

７日
８日

９日
１９日

２３日
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議会日誌議会日誌

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

12 

月

定

例

会

（１０／１～１２／３１）

　１０月臨時会が、１０月１７日に開催され補正予算案２件が可決されました。また、１２月定例会が、１１月
３０日から１２月１９日までの２０日間の日程で開催され、条例案１９件、契約案件５件、補正予算案１６件、
その他１７件の市提出案件計５７件が審議され、全てが原案のとおり可決されました。
　また陳情６件のうち採択は４件、趣旨採択１件、継続審査１件となり、委員会発案４件が可決されました。

１２月定例会
１０月臨時会

議案の中からピックアップ

市議会カレンダー
● ３月定例会の予定 ●

２／５ １１

１２ １４１３

１９ ２５２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２７ ２８ ３／１ ２

１８１６ １７

１２ １４ １５ １６ １８

４

５

２６

１１

月 火 水 木 金 土日

９７ ８ １０

２月６日（月）
正午までに受理する
請願・陳情を審議
する予定です

　本会議でどんなことがどのように話し合われ
ているのか、様々な手段で知ることができます。
皆さんの暮らしに直結していることばかりです。
ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は2／15～3／１7 ◀

議会を傍聴！ライブで！
事前の申込みは必要ありません。当日、
直接傍聴席（市役所本庁舎５階）へおい
でください。

会議録で読む
議会終了後２カ月程度で会議録はできあが
ります。会議録は、由利本荘市ホームペー
ジから見ることができます。

ケーブルテレビで生中継
本会議の様子を生中継でご覧になれます。

由利本荘市議会　会議録 検 索

議会だよりをちいき本棚で！ 
由利本荘市議会だよりは、過去のものを含め、

「SideBooks」のちいき本棚でご覧いただけます。

 https://cccc.backshelf.jp/

本会議
（開会・施政方針）

本会議
（会派代表質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任
委員会

常任
委員会

常任
委員会

６

１５

３

６ ７ ８ ９ １０

１３
本会議
（閉会）

１７

１０月臨時会で議決した主な事業は

次のとおりです。すでに実施済み

の事業もあります。

林道災害復旧事業費
（補助災害）

　令和４年８月１２日からの大雨による林道

災害の復旧補助事業に係る工事請負費で

す。

電力・ガス・食料品等価格高騰
緊急支援給付金給付事業

　電力・ガス・食料品などの価格高騰を

受け、非課税世帯の経済的負担を軽減す

るための給付金です。

　世帯員全員が令和４年度の住民税非課

税となっている世帯の世帯主へ、国の給付

金５万円も併せて給付します。

エネルギー・食料品価格高騰
対応緊急支援事業

　電力・ガス・食料品などの価格高騰を受

け、生活の経済的負担を軽減するため、課

税世帯に対し世帯員１人あたり５千円分の

商品券を配付します。

地域公共交通利用促進
緊急対策事業

問 　事業内容は。

答 　タクシーの利用を促すため、５００万円の予
算を計上し活性化を図る。
　タクシー利用者に、次回利用時に使用でき
る割引券を配布する。

　タクシーの利用促進に活用されます。 総

８日

１９日

１７日

２６日

１日

１８日

産

教

教

教

新ごみ処理施設の土地取得

問 　取得する土地の面積と金額は？

答 　12万3926.72
平方メートルの
土地を6196万
3360円で購入
する。地権者は
１人、単価は評
価鑑定を受けた
ものであり、そ
の評価額である。

　新ごみ処理施設の建設にあたり、用地を取得し

ます。

配置計画  イメージ図
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永年にわたり地方自治

の振興に貢献されたと

して、11月1日に秋田

県知事より表彰状を

授与されました。

秋田県地方自治
功労者表彰

長沼 久利  議員

11月16日に市内ホテ

ルにて、地方自治の振

興に尽力された功績

を称え顕彰されました。

由利本荘市功労者顕彰
渡部 聖一  議員

都市ガス料金の値上げ

問 　どのような背景なのか。

答 　ガス原料価格が３５円上昇しており、今回の
原料価格の高騰は値上がり幅が非常に大き
く、経費削減だけの対応では安定したガス事
業を継続できないため、１立方メートル当たり
税込で３５円の値上げを令和５年５月検針分よ
り行うべく条例の一部を改正する。
　また、国の電気・ガス価格激変緩和対策事
業による支援分の料金軽減にも対応できるよ
う、条例の一部を改正する。

　ガス供給条例の一部を変更し、ガス料金の値

上げを行います。 産

「鳥海山  木のおもちゃ館」に名称変更

問 　なぜ名称を変更するのか。

答 　「美術館」の名称によって美術品が展示さ
れていると思われることが多いため、「おもち
ゃ館」に変更する。また「鳥海山木」と読
み間違われるため、令和５年４月１日から鳥海
山の後ろにスペースを空け「鳥海山　木のお
もちゃ館」という名称に変更する。

　「鳥海山木のおもちゃ美術館」から名称を変

更します。 産

結婚新生活支援事業費の増額

問 　本市での新生活に対しての支援か。

答 　人口減少対策として、
本市での新生活に伴う必
要経費を支援するもので、
当初見込みより事業の活
用が増えたため追加する。

　結婚に伴う必要経費を支援します。 総

マイナンバーカード交付用
統合端末

問 　交付用端末の増設か。

答 　マイナンバーカード取得促進体制強化に係
る交付用統合端末３台、タッチパネルディスプ
レイ１台を増やし、マイナンバーカード取得率を
上げていく。

　マイナンバーカード取得を促進します。 総

　原油価格の高騰に伴い、保育施設、障がい者支

援施設、介護保険施設などの光熱費負担軽減を図

ります。

物価高騰への対応

問 　対象の内容は。

答 　保育施設は利用者数に応じて、障がい者支
援施設、介護保険施設などは利用する定員数
に応じて助成を行う。この補助金の県補助率
は1/2である。

教

児童福祉費寄付金

問 　寄付金の使い道の指定はあったのか？

答 　子育てに関するものに使って欲しいとの意
向があり、こどもプラザ「あおぞら」で使用
する室内遊具の購入を検討している。

　明治安田生命から市へ５４万８千円の寄付があり

ました。 教

入部４００年記念事業

問 　どのような目的なのか。

答 　一つの市に、かつて３人の領主が統治し、そ
れぞれの特徴ある歴史と文化を今も受け継い
でいる市は全国でも珍しい。この400年という
節目を市全体で祝し、世界に向けて自信と誇りを
持って由利本荘市の魅力を発信していく。

　六郷氏・岩城氏・打越氏の入部４００年を記

念し、記念事業を行います。 産

色々な関連事業が計画されている入部４００年記念事業

他
の
市
議
会
の
取
り
組
み
は
？

１月１０日 視察奥州市議会

奥
州
市

議会改革度調査２０
２１

全国総合３位!

　岩手県奥州市議会では、議長の所信表明を市民との約束と位置付け、任期４年間に議
会として取り組む「議長マニフェスト」にまとめ直して、議会の公式なものとして発表している。
　また政策提言の実施方法の一つとて「政策決議提案」を
定義し決議案を議会に提案する方法とした。

【議長マニュフェストの項目】

① 議会の見える化の推進

② 広報・広聴活動の充実・強化

③ 政策立案・政策提言サイクルの充実・強化

④ 議員間討議の制度化

⑤ 議員成り手不足解消

奥州市議会の
政策決議
提案サイクル
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●石川県七尾市
　新ごみ処理施設について
●石川県中能登町
　子育て支援事業について
●富山県射水市
　新湊博物館展示・
　教育普及活動について

１０月２６日～２８日

教育民生常任委員会
　
七
尾
市
で
は
令
和
５
年
４
月
の
稼

働
を
予
定
し
て
い
る
新
ご
み
処
理
施
設

整
備
の
取
り
組
み
を
視
察
し
た
。
施
設

の
処
理
方
式
は
全
連
続
燃
焼
式
焼
却

炉
（
ス
ト
ー
カ
式
）、
処
理
能
力
は
１

日
当
た
り
70
㌧
で
、
余
熱
を
施
設
内
給

湯
と
敷
地
内
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
利
用
す
る
計
画
で
あ
る
。
事
業
方
式

は
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
で
、
管
理
運
営
は
民
間

事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
効
率
化
・

合
理
化
が
図
ら
れ
る
と
い
う
。

　
中
能
登
町
は
、
平
成
27
年
の
合

計
特
殊
出
生
率
が
１
・
83
と
石
川
県
内

ト
ッ
プ
で
あ
り
、
そ
の
要
因
は
妊
娠
前

か
ら
始
ま
る
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支

援
や
、
役
場
内
の
福
祉
・
保
健
部
門
の

み
に
と
ら
わ
れ
な
い
連
携
な
ど
当
市
に

と
っ
て
も
検
討
の
価
値
が
あ
る
内
容
で

あ
っ
た
。

　
射
水
市
で
は
新
湊
博
物
館
を
視
察

し
た
。江
戸
時
代
に
生
ま
れ
た
和
算
家
、

測
量
家
の
資
料
や
歴
史
・
民
俗
資
料
を

展
示
し
な
が
ら
、
市
内
の
小
学
生
に
測

量
庭
園
で
体
験
学
習
を
実
施
す
る
な

ど
、
展
示
す
る
だ
け
で
は
な
い
博
物
館

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

建設の進む建物も調査

本市とも関連のある北前船の模型

●兵庫県洲本市
　エネルギーパーク洲本について
●香川県丸亀市
　丸亀城を中心とした観光戦略について
●香川県善通寺市
　「讃岐もち麦ダイシモチ」地域ブランド
　化に向けた取り組みについて

１１月８日～１０日

産業建設常任委員会
　
洲
本
市
で
は
、
環
境
の
変
化
や
災

害
の
リ
ス
ク
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持

続
す
る
地
域
を
築
く
た
め
、
地
域
の
自

然
や
産
業
に
根
ざ
し
た
環
境
と
の
共
生

を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、

今
回
視
察
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
洲
本

は
、
国
の
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
の

指
定
を
受
け
て
い
る
。

　
菜
の
花
や
ひ
ま
わ
り
を
核
と
し
た
地

域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
生
産
や
、
放
置
竹
林
解
消
の

た
め
竹
チ
ッ
プ
を
主
燃
料
と
す
る
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
温
浴
施
設
へ

の
熱
供
給
、
た
め
池
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
浮
か
せ
て
発
電
す
る
フ
ロ
ー
ト
パ
ー

ク
の
取
り
組
み
な
ど
、
行
政
が
主
体
と

な
っ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
進
め
て
い
た
。

　
本
市
の
友
好
都
市
と
し
て
、
丸
亀
城

の
お
城
ま
つ
り
や
旧
矢
島
町
冬
ま
つ
り

な
ど
の
交
流
が
あ
る
香
川
県
丸
亀
市

で
は
、
現
存
十
二
天
守
と
し
て
は
初
め

て
Ｖ
Ｒ
や
Ａ
Ｒ
を
用
い
た
歴
史
体
感
ア

プ
リ
を
導
入
し
た
。
観
光
客
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
向
け
の
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
丸

亀
城
の
歴
史
を
仮
想
的
に
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
に
も

期
待
で
き
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
善
通
寺
市
の
「
讃
岐
も
ち
麦
ダ
イ

シ
モ
チ
」
は
、
同
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
ラ
ン
キ
ン
グ
で
２
位
の
実
績
を
誇
る
。

同
市
の
Ｔ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
設
立
さ
れ
た
ま

ち
づ
く
り
会
社
（
同
市
、
商
工
会
議
所
、

商
店
連
合
会
が
出
資
）
が
、
そ
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
や
販
売
活
動
を
行
っ
て
い

た
。
豊
か
な
発
想
力
は
本
市
で
も
参
考

に
な
る
と
感
じ
た
。

弘法大師空海にちなんで
名付けられた「ダイシモチ」

情報通信技術を活用した
行政の推進に関する条例の制定

問 　条例制定の理由は。

答 　国のデジタル行政推進法などの動向を踏ま
え、書面で行う必要のある手続きをオンライン
で行うことを可能とし、市民や事業者の利便
性の向上や、行政運営の効率化を図ることを
目的とする。

　より多くの手続きをオンラインで行うことを可

能にします。 総

※議案第１６６号：土地（新ごみ処理施設整備事業用地）の取得について

※伊藤順男議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※共産党：日本共産党

議案表決結果一覧表議案表決結果一覧表
共
産
党

公
明
党

無
所
属

表
決
数

議

　決

　結

　果

高　志　会 立憲民主・きずな 市民の窓口サキホコレ
会派・
議員名

案件名

可　決

反

　
　
　対

賛

　
　
　成

伊
藤

　順
男

佐
藤

　正
人

佐
々
木
隆
一

松
本

　
　学

大
友

　孝
徳

正
木

　修
一

三
浦

　
　晃

阿
部

　十
全

小
川

　幾
代

岡
見

　善
人

渡
部

　聖
一

髙
橋

　和
子

佐
藤

　義
之

佐
藤

　健
司

高
橋

　信
雄

堀
井
新
太
郎

甫
仮

　貴
子

三
浦

　秀
雄

泉
谷

　赳
馬

小
松

　浩
一

吉
田

　朋
子

長
沼

　久
利

－×○××○○×××欠○○○○○○○○○○○議案第１６６号 ６１４

○：賛成　×：反対　欠：欠席

サテライトオフィスの
機能強化整備

問 　どのような整備をするのか。

答 　防音やプライバシーの観点から、ウェブ会議
室にパネルや吸音板を、ブースにはパーテー
ションなどを設置する。
　また、オフィス内で通話やオンライン配信が
行えるようにテレキューブ（防音型個室ブース）
を設置する。

　産学共同研究センターにあるサライトオフィ

スの機能を強化します。 産

道の駅岩城周辺施設修繕

問 　修繕箇所は。

答 　港の湯サウナ内の腐食箇所の修繕や、故障
しているサウナのサーモスタットの交換修繕、
雨や雪が吹き込んでいるレストランの窓・サッ
シの修繕など、計８項目の修繕を行う。

　道の駅岩城周辺施設の老朽化などが激しい箇

所の修繕を行います。 産

４月から新たなスタート　道の駅岩城

子育て支援アプリの導入

問 　どのようなアプリか。

答 　令和５年４月１日の運用開始を予定しており、
画面を通して相手の表情を読み取りながら、
子育ての悩みや不安に寄り添ったサービスが
行えるアプリであり、相談体制も整えていく。
＜アプリの主な機能＞
○成長・健診記録
○予防接種のスケジュール管理
○子育てイベント情報の配信
○子育て支援情報の配信
○オンライン相談サービス

　従来の母子手帳に加え、スマホを活用した妊

娠期から子育て期の情報管理、情報発信の強化

を図ります。 教

（
注
２
）

な
な

お

な
か

の

と

い

み
ず

（
注
３
）

（
注
４
）

（
注
５
）

す

も
と

ぜ
ん

つ
う

じ

ま
る

が
め

（
注
２
）Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
と
は
…
事
業
方
式
の
一
つ
で
、
公
共

が
資
金
を
調
達
し
、
設
計
・
建
設
お
よ
び
運
営
を
民
間
に

委
託
す
る
方
式
の
こ
と
。

（
注
３
）Ｖ
Ｒ
と
は…

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
創
り
出

さ
れ
た
仮
想
的
な
空
間
な
ど
を
現
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に

疑
似
体
験
で
き
る
仕
組
み
。
仮
想
現
実
。

（
注
４
）Ａ
Ｒ
と
は…

現
実
世
界
に
仮
想
世
界
を
重
ね
合

わ
せ
て
表
示
す
る
技
術
を
指
す
言
葉
。 Augm

ented 
Reality

の
略
。
拡
張
現
実
。

（
注
５
）Ｔ
Ｍ
Ｏ
と
は…

Tow
n Management Organization

の
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
商
業
ま
ち
づ
く
り

を
運
営
・
管
理
す
る
機
関
。



●福島県いわき市

　次世代交通システム社会
●福島県南相馬市

　復興とイノベーション
●阿武隈急行株式会社

　三セク鉄道の状況

１０月２６日～２８日

総務常任委員会
　
広
域
多
角
分
散
型
都
市
構
造
を
も
つ

い
わ
き
市
は
、
次
世
代
交
通
シ
ス

テ
ム
社
会
を
目
指
し
て
い
る
。
カ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
や
タ
ク
シ
ー
配
車
ア
プ
リ

導
入
に
よ
る
観
光
移
動
、
宅
配
サ
ー
ビ

ス
、
出
張
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
を
官

民
連
携
で
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ

ィ
を
活
用
し
、
観
光
地
や
市
街
地
を
ゆ

っ
く
り
回
遊
す
る
実
証
運
行
を
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
交
通
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
確

立
に
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
活
用
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
。

　
原
発
か
ら
近
い
南
相
馬
市
で
は
、

震
災
な
ど
災
害
時
に
お
け
る
支
援
体
制

に
つ
い
て
、
住
宅
・
物
資
・
医
療
・
事

務
な
ど
、
機
能
別
に
他
の
市
町
村
と
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時

に
お
け
る
議
会
・
議
員
の
役
割
に
つ
い

て
要
領
を
定
め
た
。

　
さ
ら
に
震
災
や
原
子
力
災
害
に
よ
っ

て
失
わ
れ
た
浜
通
り
地
域
の
産
業
回
復

を
め
ざ
す
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

「
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
」

が
完
成
。
ロ
ボ
ッ
ト
や
ド
ロ
ー
ン
、
空

飛
ぶ
車
な
ど
の
実
証
試
験
に
活
用
さ
れ
、

研
究
者
の
活
動
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。

　
阿
武
隈
急
行
株
式
会
社
は
、

通
勤
通
学
の
定
期
利
用
者
が
多
く
黒
字

路
線
だ
っ
た
が
、
少
子
高
齢
化
や
車
社

会
の
進
展
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
や
相
次

ぐ
災
害
に
よ
り
減
収
に
転
じ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
各
種
企
画
乗
車
券
や
グ
ッ

ズ
の
販
売
。
沿
線
開
発
推
進
協
議
会
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ

車
両
の
運
行
、
鉄
印
帖
事
業
に
取
り
組

み
、
安
定
的
で
持
続
可
能
な
地
域
鉄
道

事
業
者
を
目
指
し
て
い
る
。
由
利
高
原

鉄
道
も
同
様
に
活
性
化
す
る
よ
う
期
待

す
る
。
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由利本荘市にも生かしていきます

●委員会発案第３号
　安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇
改善を国に求める意見書の提出について

●委員会発案第４号
　医療・介護・保育・福祉などの職場で働く全ての
労働者の大幅賃上げを国に求める意見書の提出につ
いて

●委員会発案第５号
　介護保険制度の改善を国に求める意見書の提出に
ついて

●委員会発案第６号
　学校部活動の地域移行に関する国への意見書の提
出について

委 員 会 発 案 可決
●由利本荘市情報通信技術を活用した

　行政の推進に関する条例の制定について

　情報通信技術を活用した行政の推進を図るため、

　条例を制定するもの

●由利本荘市ＣＡＴＶセンター条例の一部を改正す

　る条例案

　多重情報伝送施設機能の廃止などによる運用の見

　直しに伴い、条例の一部を改正するもの

●由利本荘市コミュニティセンター条例の一部を改

　正する条例案

　由利本荘市羽広地区コミュニティセンターの用途

　廃止に伴い、条例の一部を改正するもの

条例関係（主なもの） 可決

◆新山小学校改築建築主体工事

　（第Ⅰ・Ⅱ期）請負変更契約の締結について

　変更後の契約金額：２８億６８３０万５０００円
　契約の相手方：村岡・長田・山科特定建設工事
　　　　　　　　共同企業体

契約締結（主なもの） 可決

12月定例会12月定例会

意見書
提出

内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣
厚生労働大臣

意見書
提出

内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣
厚生労働大臣

意見書
提出

内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣
厚生労働大臣

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
財務大臣　文部科学大臣
スポーツ庁長官　文化庁長官

採　　択

○陳情第６号

　安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇

　改善を国に求める意見書提出についての陳情

秋田県医療労働組合連合会　執行委員長　三浦耐子

○陳情第７号

　医療・介護・保育・福祉などの職場で働く全ての

　労働者の大幅賃上げを国に求める意見書提出につ

　いての陳情

秋田県医療労働組合連合会　執行委員長　三浦耐子

○陳情第８号

　介護保険制度の改善を国に求める意見書提出につ

　いての陳情

秋田県社会保障推進協議会　会長　佐藤幸美

○陳情第９号

　学校部活動の地域移行に関する国への意見書提出

　についての陳情

加賀屋俊悦

継続審査

○陳情第１０号

　消費税インボイス制度の実施延期を国に求める意

　見書提出についての陳情

秋田県商工団体連合会　会長　小玉正憲

趣旨採択

○陳情第１１号

　米余りを解消し食料自給率を高めるために水稲収

　穫量調査の基準見直しを国に求める意見書提出に

　ついての陳情

生き物共生農業を進める会　代表　今野茂樹

◎土地（新ごみ処理施設整備事業用地）
　の取得について
　取得金額：６１９６万３３６０円

財 産 の 取 得 可決

学んできました!先進地の事例

行 政 視 察 報 告

総務

★いわき市
★南相馬市
★阿武隈急行
　株式会社

教民★七尾市
★中能登町
★射水市

産建
★洲本市 ★丸亀市
★善通寺市

福島ロボットテストフィールドでは、
ドローンなどの実証試験が行われている

様々な取り組みにより持続可能な
地域鉄道事業者を目指す阿武隈急行（株）の電車

（
注
１
）

み
な
み

そ
う

ま

あ

ぶ

く
ま

き
ゅ
う

こ
う

陳　情　結　果

（
注
１
）
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
…
時
速
20

㎞
未
満
で
公
道
を
走
る
こ
と
が
で
き
る
電
動
車
を
活
用
し

た
小
さ
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
で
、
そ
の
車
両
も
含
め
た
総
称
。

　令和４年１２月１９日付で一身上の都合により、岡見

善人議員から辞職願が提出され、同日付で辞職を許

可することが決定された。

議員の辞職許可



一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

こ
こ
が

聞
き
た
い

8P 堀井新太郎（高志会）
１．橋の維持管理について

２．共に進める住民自治活動の在り方について

３．沿岸部の周辺観光について

４．熊対策としての公園や市道の草刈りの徹

底について

５．市奨学金返還助成制度について

こ
こ
が

聞
き
た
い

9P 正木修一（サキホコレ）
１．豪雨災害からの復旧状況と支援策について

２．ため池決壊災害への想定と危機管理体制

について

３．物価高騰による学校給食への影響について

４．ＧＩＧＡスクール構想下でのタブレット端

末の運用支援について

５．保育士の配置基準と市の現状について

６．市管理道路などの維持や安全対策について8P 大友孝徳（市民の窓口）
１．未来を切り拓く子どもを地域社会全体で

健やかに育てる施策について

２．ゆりほんテレビをもっとご視聴いただくた

めに

３．市窓口職員の昼食休憩について

４．道路側溝清掃を官民一体で

５．風力発電事業者と本市の契約内容について

６．市民を分断させないために「風力発電の

真実」について

10P 阿部十全（立憲民主・きずな）
１．風力発電について

佐々木隆一
（日本共産党）

統
一
協
会
は
霊
感
商
法
、
集
団

結
婚
な
ど
反
カ
ル
ト
集
団
の
顔
、

統
一
協
会
と
表
裏
一
体
の
政
治
組
織

「
国
際
勝
共
連
合
」
を
つ
く
り
反
共
と

反
動
の
先
兵
を
務
め
て
き
た
二
つ
の
顔

を
も
っ
て
い
る
。

　
参
院
選
後
、
地
方
自
治
体
や
議
員
ら

の
統
一
協
会
と
の
関
係
が
あ
と
を
絶
た

な
い
。
本
市
と
統
一
協
会
と
は
関
係
が

な
か
っ
た
の
か
。

市
と
し
て
も
実
態
を
把
握
し
調

査
を
行
っ
た
。
合
併
以
降
、
当

該
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
共
催
、

後
援
な
ど
へ
の
関
わ
り
は
一
切
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

問答 旧
統
一
協
会
関
連
団
体
と

　
　
　
　本
市
と
の
関
係
は

静
岡
県
の
こ
ど
も
園
で
送
迎
バ

ス
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
３
歳

児
が
命
を
失
う
事
件
が
発
生
し
、
前
年

は
福
岡
県
で
同
様
の
事
件
が
起
き
た
。

　
国
は
事
件
の
あ
と
、
子
ど
も
の
出
欠

状
況
、
バ
ス
の
乗
降
時
の
確
認
な
ど
を

全
国
の
保
育
園
や
こ
ど
も
園
に
通
知
し

た
。

　
今
回
の
事
件
を
受
け
、
送
迎
バ
ス
な

ど
を
所
有
す
る
保
育
園
や
こ
ど
も
園
に

一
斉
点
検
す
る
と
し
た
が
、
ど
の
よ
う

に
し
て
行
わ
れ
た
か
。

通
園
バ
ス
の
点
検
は
全
て
の
施

設
で
乗
降
時
の
氏
名
と
人
数
の

確
認
な
ど
安
全
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い

る
。　教

育
委
員
会
で
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

34
台
所
有
し
て
お
り
、
運
行
は
安
全
運

行
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
児
童

生
徒
の
安
全
確

保
に
努
め
て
い

る
が
、
バ
ス
の

委
託
業
者
に
改

め
て
注
意
喚
起

し
た
。

問答 通
学
通
園
バ
ス
の

　
　
　安
全
管
理
の
徹
底
を

6P 佐々木隆一（日本共産党）
１．旧統一協会関連団体と本市との関係は

２．安倍元首相の国葬に関連して

３．ＪＲ赤字ローカル線について国は責任を果たせ

４．通学通園バスの安全管理の徹底を

５．税の障害者控除を要介護の高齢者へも

６．中小企業への融資の実態と支援策は

７．ゲノム編集トマトの小学校への配布は拒否すべき

7P 松本学（市民の窓口）
１．鳥海ダム建設に係る周辺整備について

２．廃校の利活用について

３．児童生徒の不登校について

４．コロナワクチン接種予約のナビダイヤル

について

５．風車健康被害者の会設立について

7P 甫仮貴子（高志会）
１．明るい挨拶の行き交う由利本荘市に

２．子育て環境の充実における子ども食堂の

積極的支援を

３．健康あふれる由利本荘を目指す認知症予

防について

４．カダーレの有効活用について

9P 佐藤健司（高志会）
１．財政運営について

２．人口減少対策について

３．農業振興策について

４．産業振興策について

５．ウォーカブル推進の取り組みについて

１２月定例会では、８人の議員が質問に立ちました。

6611 由利本荘市議会だより  第71号（12月定例会） 由利本荘市議会だより  令和5年／2023年2月1日発行

議員辞職や会派解散に伴い、一部の委員会と会派構成に変更がありました。

会
長
　
　
　
長
　
沼
　
久
　
利

副
会
長
　
　
吉
　
田
　
朋
　
子

幹
事
長
　
　
小
　
松
　
浩
　
一

会
計
　
　
　
泉
　
谷
　
赳
　
馬

監
事
　
　
　
三
　
浦
　
秀
　
雄

幹
事
　
　
　
甫
　
仮
　
貴
　
子

幹
事
　
　
　
堀
　
井
　
新
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橋
　
信
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司
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渡
　
部
　
聖
　
一

会 派 の 構 成

高
　
志
　
会

サ
キ
ホ
コ
レ

公
　
明
　
党

日
本
共
産
党

会
長
　
　
　
三
　
浦
　
　
　
晃

副
会
長
兼
幹
事
長

　
正
　
木
　
修
　
一

代
表
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正
　
人

立
憲
民
主
党

代
表

　
　
　小

　川

　幾
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代
表
　
　
　
佐
々
木
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に
所
属
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な
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議
員

　
　
　
　
　阿
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正
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党
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木
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一
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日
本
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大
　
友
　
孝
　
徳

　
　
　
　
　（
市
民
の
窓
口
）

　
甫
　
仮
　
貴
　
子

　
　
　
　
　
　
　（
高
志
会
）

　小

　川

　幾

　代

　
　
　
　
　（
立
憲
民
主
党
）

　
吉
　
田
　
朋
　
子

　
　
　
　
　
　
　（
高
志
会
）

議
会
報
編
集

　特
別
委
員
会

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
及
び
発
行
に
関

す
る
事
項

◎
渡
　
部
　
聖
　
一

　
　
　
　
　
　
　（
高
志
会
）

〇
三

　浦

　
　
　晃

　
　
　
　
　（
サ
キ
ホ
コ
レ
）

　
小
　
松
　
浩
　
一

　
　
　
　
　
　
　（
高
志
会
）

　
泉
　
谷
　
赳
　
馬

　
　
　
　
　
　
　（
高
志
会
）

　
吉
　
田
　
朋
　
子

　
　
　
　
　
　
　（
高
志
会
）

　
長
　
沼
　
久
　
利

　
　
　
　
　
　
　（
高
志
会
）

議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
。
議
会

の
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関
す
る
条
例

な
ど
に
関
す
る
事
項
。
議
長
の
諮
問
に

関
す
る
事
項

◎
＝
委
員
長
　
〇
＝
副
委
員
長

◎
＝
委
員
長
　
〇
＝
副
委
員
長

市
民
の
窓
口

会
長
　
　
　
大
　
友
　
孝
　
徳

幹
事
長
　
　
松
　
本
　
　
　
学

そ
れ
ぞ
れ
の
名
簿
は
令
和
４
年
１２
月
１９
現
在
の
も
の
で
す
。
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ここが聞きたい
一 般 質 問

甫仮貴子
（高志会）

挨
拶
は
人
間
関
係
の
基
本
。
訪

れ
た
市
民
が
話
し
や
す
く
、
よ

り
親
し
ま
れ
る
開
か
れ
た
市
役
所
を
目

指
し
率
先
し
た
明
る
い
挨
拶
の
励
行
を
。

市
役
所
を
訪
れ
る
多
く
の
方
に

身
近
さ
や
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
て

挨
拶
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
る
。

問答 明
る
い
挨
拶
の
行
き
交
う

　
　
　
　
　由
利
本
荘
市
に

日
本
で
は
１７
歳
以
下
の
子
ど
も

の
７
人
に
１
人
（
１３
・
５
％
）

が
貧
困
状
態
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
そ
う
し
た
相
対
的
貧
困
に
あ

る
世
帯
が
１０
・
３
％
存
在
す
る
と
み
ら

れ
る
。
市
で
は
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

に
届
く
よ
う
な
具
体
的
対
策
や
積
極
的

支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
第
３
の
居

場
所
支
援
の
輪
が
広
が
る
こ
と

を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
取
り
組
み
を

問答 子
育
て
環
境
の
充
実
に
お
け
る

子
ど
も
食
堂
の
積
極
的
支
援
を

芸
術
文
化
の
振
興
、
文
化
・
交

流
の
場
、
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
創

出
の
拠
点
と
し
て
地
域
活
性
化
を
目
的

に
開
館
し
た
カ
ダ
ー
レ
。
当
初
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
合
う
観
光
・
物
産
品
の
発
信
、

市
民
が
気
軽
に
憩
え
る
飲
食
コ
ー
ナ
ー

の
充
実
な
ど
、
十
分
な
活
用
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。
希
望
す
る
事
業
者
が
入
居

し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
。

店
舗
施
設
の
観
光
・
物
産
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
の
早
期
活
用
を
目

指
す
。
ま
た
飲
食
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て

も
指
定
管
理
者
と
協
議
し
柔
軟
な
運
用

の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

問答 カ
ダ
ー
レ
の
有
効
活
用
を

松本学
（市民の窓口）

市
道
付
替
線
、
法
体
園
地
整
備

計
画
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見

を
ど
の
よ
う
に
吸
い
上
げ
、
取
り
入
れ

て
そ
の
計
画
作
成
に
生
か
す
の
か
。

ダ
ム
湖
を
一
周
で
き
る
よ
う
つ

な
げ
て
ほ
し
い
と
の
地
元
の
声

を
鳥
海
ダ
ム
事
務
所
に
届
け
る
と
と
も

に
、
法
体
園
地
周
辺
一
帯
が
魅
力
あ
る

観
光
拠
点
と
な
る
よ
う
再
整
備
計
画
を

推
進
し
て
い
く
。

問答 鳥
海
ダ
ム
建
設
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　周
辺
整
備

風
力
発
電

　
　健
康
被
害
へ
の
対
応
は

増
加
傾
向
に
あ
る
不
登
校
児
に

つ
い
て
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

や
す
い
環
境
の
創
造
と
い
う
観
点
か
ら

市
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

関
係
各
課
と
情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
、
不
登
校
に
関
す
る
課

題
の
解
決
に
向
け
た
様
々
な
方
策
を
研

究
し
、
解
決
に
向
け
て
一
層
努
め
る
。

問答

検
討
す
る
民
間
団
体
に
対
し
国
・
県
の

補
助
金
の
活
用
支
援
な
ど
情
報
発
信
の

強
化
に
努
め
て
い
く
。

市民の文化・交流の場「カダーレ」

人
口
減
少
、
少
子
化
に
よ
る
児

童
減
少
に
伴
う
学
校
の
統
廃
合

に
よ
り
廃
校
舎
と
な
る
建
物
の
利
活
用

に
つ
い
て
、
よ
り
市
民
に
開
か
れ
た
計

画
を
。

問 廃
校
の
利
活
用
の
考
え
は

市
民
の
健
康
を
守
る
事
が
何
よ

り
も
先
決
と
い
う
姿
勢
を
前
面

に
出
す
こ
と
こ
そ
が
、
今
後
日
本
全
国

で
計
画
さ
れ
て
い
る
洋
上
風
力
発
電
事

業
の
先
頭
に
立
つ
者
の
本
来
あ
る
べ
き

姿
で
は
な
い
か
。

相
談
が
あ
れ
ば
直
接
話
を
聞
き
、

現
地
の
状
況
な
ど
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
事
業
者
や
関
係
機
関
も

交
え
て
協
議
を
重
ね
、
解
決
で
き
る
よ

う
努
め
る
。

問答 風
車
健
康
被
害
者
の
会
設
立

広
く
市
民
か
ら
意
見
を
も
ら
い

な
が
ら
、
そ
の
地
域
に
と
っ
て

最
適
な
利
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め

る
。 答

阿部十全
（立憲民主・きずな）

この度、以前よりご要望のありました

車椅子用傍聴席を１席分設置しました。
この度、以前よりご要望のありました

車椅子用傍聴席を１席分設置しました。

　傍聴なさる際、事前申し込みは不要ですが、先着

順となりますのでご了承ください。満席の場合は、

本庁舎１階の市民ホールでテレビ中継をご覧ください

ますようお願いいたします。

　なお、傍聴席は本庁舎５階にあり、エレベーターを

ご利用いただきます。エレベーターの入口の幅は８５

センチメートル、奥行きは１３５センチメートルです。

車椅子用傍聴席は５階にある
　　傍聴席の入口側に設置されています

ここが聞きたい
一 般 質 問

児
童
生
徒
の
不
登
校
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　対
策
は

健
康
被
害
を
訴
え
て
い
る
人
へ

の
対
応
は
。

風
力
発
電
施
設
か
ら
の
健
康
へ

の
影
響
に
つ
い
て
相
談
が
あ
っ

た
場
合
、
事
業
者
や
関
係
機
関
を
交
え

て
協
議
を
重
ね
な
が
ら
解
決
に
向
け
て

努
め
て
い
く
。

問答

騒
音
の
影
響
を
受
け
や
す
い
、

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
調
査
や
予

防
措
置
は
行
う
の
か
。

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
調
査
、
予

防
措
置
は
考
え
て
い
な
い
。
相

談
が
あ
っ
た
場
合
は
事
業
者
責
任
に
お

い
て
、
課
題
解
決
で
き
る
よ
う
求
め
て

い
く
。

問答

健
康
被
害
を
訴
え
て
い
る
人
が
、

移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
、

生
活
支
援
や
経
済
的
支
援
な
ど
想
定
し

て
い
る
か
。

健
康
被
害
へ
の
懸
念
か
ら
住
所

を
移
転
す
る
こ
と
に
対
す
る
、

問答

洋
上
風
力
発
電
施
設
の
離
岸
距

離
が
近
い
こ
と
に
よ
る
影
響
な

ど
、
近
隣
住
民
に
説
明
し
理
解
を
得
て

い
る
の
か
。

事
業
者
が
沿
岸
地
域
の
町
内
会

長
を
対
象
と
し
た
地
域
単
位
で

の
説
明
会
を
実
施
し
、
質
問
や
意
見
に

対
応
し
て
い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
今
後
も
各
種
調
査
説
明
と
事
業
概
要
、

地
域
貢
献
策
な
ど
の
説
明
を
継
続
し
て

い
く
と
聞
い
て
い
る
。

問答
生
活
支
援
や
経
済
的
支
援
は
想
定
し
て

い
な
い
。
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
事
業

者
や
関
係
機
関
を
交
え
て
協
議
を
重
ね

な
が
ら
解
決
に
向
け
て
努
め
て
い
く
。進む風力発電事業
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ここが聞きたい
一 般 質 問

ここが聞きたい
一 般 質 問

佐藤健司
（高志会）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
よ
り
、

和
牛
繁
殖
農
家
が
影
響
を
受
け

な
い
た
め
の
取
り
組
み
を
。

今
後
も
国
の
動
向
な
ど
を
注
視

し
、
畜
産
農
家
の
不
安
や
懸
念

が
解
消
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
情
報
提
供
な
ど
、
き

め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
。

問答 農
業
振
興
策

洋
上
風
力
発
電
事
業
者
と
の
連

携
協
定
を
雇
用
創
出
や
地
域
経

済
の
活
性
化
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
る

の
か
。

令
和
８
年
よ
り
着
手
さ
れ
る
約

60
㌔
㍍
の
管
路
敷
設
な
ど
の
陸

上
送
変
電
設
備
工
事
の
ほ
か
、
運
転
開

始
後
の
運
用
管
理
や
保
守
・
点
検
に
つ

い
て
も
市
内
企
業
が
最
大
限
受
注
で
き

る
よ
う
、
事
業
者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

問答 産
業
振
興
策

正木修一
（サキホコレ）

食
材
が
高
騰
し
て
い
る
が
、
学

校
給
食
費
の
値
上
げ
は
考
え
て

い
る
か
。栄養

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、

学
校
栄
養
士
を
中
心
に
献
立
を

工
夫
し
、
予
算
内
で
執
行
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
。

　
保
護
者
の

負
担
が
増
え

な
い
よ
う
様

々
な
工
夫
を

し
な
が
ら
、

よ
り
良
い
給

食
を
提
供
し

て
い
く
。

問答 物
価
高
騰
に
よ
る

　
　
学
校
給
食
へ
の
影
響
は

学
習
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
事
故
・

故
障
へ
の
対
応
は
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
の
ル
ー
ル
を

定
め
、
安
心
・
安
全
に
活
用
で

き
る
よ
う
児
童
生
徒
に
指
導
し
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
頻
度
が
増
え

る
ほ
ど
破
損
の
頻
度
も
増
え
て
い
る
が
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
修
理
は
、
そ
の

都
度
修
繕
費
で
対

応
し
て
い
る
。

問答 Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
下
で
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
運
用
支
援
は

本
市
の
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も

園
は
保
育
士
の
配
置
基
準
を
満

た
し
て
い
る
の
か
。

市
内
全
て
の
保
育
園
、
認
定
こ

ど
も
園
で
は
、
国
が
定
め
る
保

育
士
の
配
置
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

３
歳
児
に
は
、
全
て
の
園
で
通
常
の
基

準
よ
り
手
厚
く
配
置
さ
れ
て
い
る
。

問答 保
育
士
の
配
置
基
準
と

　
　
　
　
　
　
市
の
現
状
は

各
総
合
支
所
へ
の
一
律
配
分
を

管
理
距
離
に
応
じ
て
の
配
分
と

す
る
べ
き
で
は
。

本
荘
地
域
３
割
、
７
総
合
支
所

に
各
１
割
の
配
分
だ
が
、
危
険

性
や
緊
急
度
の
高
い
箇
所
な
ど
を
優
先

す
る
た
め
、
各
地
域
に
配
分
し
た
枠
の

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
予
算
の
配
分
は
、
距
離
だ
け
で
は
図

り
き
れ
な
い
要
素
が
あ
り
、
現
在
の
執

行
方
法
で
対
応
し
て
い
く
。

問答 道
路
維
持
管
理
の
予
算
配
分
は

今
後
予
想
さ
れ
る
歳
入
の
減
少

分
を
何
で
補
う
の
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
拡

充
や
、
高
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

外
部
事
業
者
へ
の
業
務
委
託
に
よ
り
上

積
み
を
図
る
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
サ

イ
ト
を
活
用
し
た
子
育
て
支
援
策
へ
の

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
導
入
も

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問答 財
政
運
営
関
連

市
が
主
体
と
な
る
婚
活
支
援
事

業
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
は
。

市
で
は
出
会
い
の
機
会
と
し
て

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

の
入
会
を
勧
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
67

人
が
成
婚
し
て
い
る
。

　
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
度
、
友

達
づ
く
り
、
い
わ
ゆ
る
ト
モ
カ
ツ
の
事

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、
本
市
で
も

ア
ベ
イ
バ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
交
流
の

場
を
設
け
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

問答 人
口
減
少
対
策

大友孝徳
（市民の窓口）

堀井新太郎
（高志会）

住
民
の
安
心
安
全
の
守
る
べ
く

公
園
や
通
学
路
付
近
の
公
道
草

刈
り
の
徹
底
を
。

市
街
地
と
森
林
の
間
に
緩
衝
帯

を
確
保
す
る
こ
と
が
熊
の
出
没

を
減
ら
す
と
認
識
し
て
お
り
、
目
撃
が

多
い
所
の
や
ぶ
払
い
を
実
施
す
る
。

問答

市
と
町
内
会
で
連
携
し
て
の
草

刈
り
実
施
は
。

草
刈
り
が
熊
対
策
に
つ
な
が
る

こ
と
を
住
民
に
理
解
し
て
も
ら

い
な
が
ら
協
力
を
求
め
て
い
く
。

問答 熊
対
策
と
し
て

　
　
　
　
草
刈
り
の
徹
底
を

長
寿
命
化
計
画
よ
り
踏
み
込
ん

で
、
実
施
計
画
を
策
定
す
べ
き
。

本
市
が
管
理
す
る
橋
梁
は
９
０

１
あ
り
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
き
、
５
年
に
一
度
定
期
点

検
を
実
施
し
て
い
る
。
早
期
に
措
置
を

講
じ
る
べ
き

状
態
は
１
３

０
、
補
修
が

完
了
し
た
も

の
は
13
に
留

ま
っ
て
い
る
。

コ
ス
ト
縮
減

を
図
り
実
施

計
画
を
策
定

す
る
。

問答 橋
の
維
持
管
理
は

道
川
海
水
浴
場
の
今
後
の
取
り

扱
い
は
。

浜
小
屋
の
老
朽
化
に
よ
り
、
年

度
末
ま
で
に
全
て
の
施
設
を
解

体
す
る
。
本
荘
マ
リ
ー
ナ
と
道
川
海
水

問答 沿
岸
部
の
周
辺
観
光
は

風
力
発
電
事
業
者
が
確
実
に
収

益
を
得
ら
れ
る
よ
う
保
証
す
る

固
定
価
格
買
取
制
度
の
財
源
は
、
各
家

庭
か
ら
徴
収
し
て
い
る
再
エ
ネ
賦
課
金

で
あ
り
、
そ
の
金
額
は
わ
ず
か
１０
年
で

１５
倍
以
上
も
高
騰
し
、
物
価
高
と
相

ま
っ
て
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
。

再
エ
ネ
賦
課
金
は
、
制
度
開
始

の
平
成
24
年
度
が
０・22
円
／
キ

ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
、
令
和
４
年
度
は

３・45
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
。

　
世
帯
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
が
、
再
エ
ネ
の
普
及
は
、

地
球
温
暖
化
防
止
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
の
向
上
な
ど
の
課
題
解
決
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

問答

再
エ
ネ
賦
課
金
は
一
般
家
庭
よ

り
徴
収
さ
れ
、
多
く
の
電
力
を

消
費
す
る
企
業
や
工
場
か
ら
は
徴
収
さ

れ
て
い
な
い
。

企
業
の
再
エ
ネ
賦
課
金
は
、
国

際
競
争
力
の
維
持
強
化
の
観
点

か
ら
、
国
策
と
し
て
一
定
の
条
件
で
減

免
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
全
く
払

っ
て
い
な
い
事
業
者
は
い
な
い
と
理
解

し
て
い
る
。

問答 知
識
の
乖
離
に
よ
り

市
民
を
分
断
さ
せ
な
い
た
め
に

「
風
力
発
電
の
真
実
」
を
問
う

道
路
側
溝
の
清
掃
が
完
遂
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
排
水
能
力
は

下
が
り
、
想
定
に
満
た
な
い
雨
で
も
冠

水
し
て
し
ま
う
。
本
荘
地
区
中
心
市
街

地
の
道
路
側
溝
清
掃
を
官
民
一
体
と
な

っ
て
や
り
き
る
べ
き
で
は
。

側
溝
清
掃
が
雨
水
排
水
能
力
を

確
保
し
、
大
雨
の
際
に
は
冠
水

被
害
抑
制
に
役
立
つ
こ
と
も
周
知
し
、

理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
市
民
と
の
協

力
体
制
を
築
い
て
い
く
。

問答

皆で汗した側溝清掃

海
洋
レ
ジ
ャ
ー
の
増
加
に
よ
り

道
川
漁
港
周
辺
の
安
全
管
理
の

た
め
、
住
民
と
の
勉
強
会
や
連
絡
協
議

会
の
立
ち
上
げ
は
。

利
用
者
が
不
特
定
多
数
で
あ
る

こ
と
や
地
元
の
方
と
は
限
ら
な

い
の
で
難
し
い
。
警
察
や
市
独
自
の
パ

ト
ロ
ー
ル
や
看
板
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ

り
利
用
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
。

問答

老朽化が進む橋

浴
場
は
、
波
打
ち
際
ま
で
砂
の
堆
積
が

進
み
、
海
水
浴
場
に
適
さ
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
の
在
り
方
と

併
せ
て
新
た
な
海
水
浴
場
の
検
討
を
行

う
。

食材費高騰でも給食費は据え置き

道
路
側
溝
清
掃
を

　
　
　
　
　
　
官
民
一
体
で

か
い
り
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ここが聞きたい
一 般 質 問

ここが聞きたい
一 般 質 問

佐藤健司
（高志会）

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
よ
り
、

和
牛
繁
殖
農
家
が
影
響
を
受
け

な
い
た
め
の
取
り
組
み
を
。

今
後
も
国
の
動
向
な
ど
を
注
視

し
、
畜
産
農
家
の
不
安
や
懸
念

が
解
消
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
情
報
提
供
な
ど
、
き

め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
。

問答 農
業
振
興
策

洋
上
風
力
発
電
事
業
者
と
の
連

携
協
定
を
雇
用
創
出
や
地
域
経

済
の
活
性
化
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
る

の
か
。

令
和
８
年
よ
り
着
手
さ
れ
る
約

60
㌔
㍍
の
管
路
敷
設
な
ど
の
陸

上
送
変
電
設
備
工
事
の
ほ
か
、
運
転
開

始
後
の
運
用
管
理
や
保
守
・
点
検
に
つ

い
て
も
市
内
企
業
が
最
大
限
受
注
で
き

る
よ
う
、
事
業
者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

問答 産
業
振
興
策

正木修一
（サキホコレ）

食
材
が
高
騰
し
て
い
る
が
、
学

校
給
食
費
の
値
上
げ
は
考
え
て

い
る
か
。栄養

バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、

学
校
栄
養
士
を
中
心
に
献
立
を

工
夫
し
、
予
算
内
で
執
行
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
。

　
保
護
者
の

負
担
が
増
え

な
い
よ
う
様

々
な
工
夫
を

し
な
が
ら
、

よ
り
良
い
給

食
を
提
供
し

て
い
く
。

問答 物
価
高
騰
に
よ
る

　
　
学
校
給
食
へ
の
影
響
は

学
習
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
事
故
・

故
障
へ
の
対
応
は
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
の
ル
ー
ル
を

定
め
、
安
心
・
安
全
に
活
用
で

き
る
よ
う
児
童
生
徒
に
指
導
し
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
頻
度
が
増
え

る
ほ
ど
破
損
の
頻
度
も
増
え
て
い
る
が
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
修
理
は
、
そ
の

都
度
修
繕
費
で
対

応
し
て
い
る
。

問答 Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
下
で
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
運
用
支
援
は

本
市
の
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も

園
は
保
育
士
の
配
置
基
準
を
満

た
し
て
い
る
の
か
。

市
内
全
て
の
保
育
園
、
認
定
こ

ど
も
園
で
は
、
国
が
定
め
る
保

育
士
の
配
置
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

３
歳
児
に
は
、
全
て
の
園
で
通
常
の
基

準
よ
り
手
厚
く
配
置
さ
れ
て
い
る
。

問答 保
育
士
の
配
置
基
準
と

　
　
　
　
　
　
市
の
現
状
は

各
総
合
支
所
へ
の
一
律
配
分
を

管
理
距
離
に
応
じ
て
の
配
分
と

す
る
べ
き
で
は
。

本
荘
地
域
３
割
、
７
総
合
支
所

に
各
１
割
の
配
分
だ
が
、
危
険

性
や
緊
急
度
の
高
い
箇
所
な
ど
を
優
先

す
る
た
め
、
各
地
域
に
配
分
し
た
枠
の

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
予
算
の
配
分
は
、
距
離
だ
け
で
は
図

り
き
れ
な
い
要
素
が
あ
り
、
現
在
の
執

行
方
法
で
対
応
し
て
い
く
。

問答 道
路
維
持
管
理
の
予
算
配
分
は

今
後
予
想
さ
れ
る
歳
入
の
減
少

分
を
何
で
補
う
の
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
拡

充
や
、
高
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ

外
部
事
業
者
へ
の
業
務
委
託
に
よ
り
上

積
み
を
図
る
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
サ

イ
ト
を
活
用
し
た
子
育
て
支
援
策
へ
の

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
導
入
も

検
討
を
進
め
て
い
る
。

問答 財
政
運
営
関
連

市
が
主
体
と
な
る
婚
活
支
援
事

業
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
は
。

市
で
は
出
会
い
の
機
会
と
し
て

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

の
入
会
を
勧
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
67

人
が
成
婚
し
て
い
る
。

　
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
度
、
友

達
づ
く
り
、
い
わ
ゆ
る
ト
モ
カ
ツ
の
事

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、
本
市
で
も

ア
ベ
イ
バ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
交
流
の

場
を
設
け
る
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

問答 人
口
減
少
対
策

大友孝徳
（市民の窓口）

堀井新太郎
（高志会）

住
民
の
安
心
安
全
の
守
る
べ
く

公
園
や
通
学
路
付
近
の
公
道
草

刈
り
の
徹
底
を
。

市
街
地
と
森
林
の
間
に
緩
衝
帯

を
確
保
す
る
こ
と
が
熊
の
出
没

を
減
ら
す
と
認
識
し
て
お
り
、
目
撃
が

多
い
所
の
や
ぶ
払
い
を
実
施
す
る
。

問答

市
と
町
内
会
で
連
携
し
て
の
草

刈
り
実
施
は
。

草
刈
り
が
熊
対
策
に
つ
な
が
る

こ
と
を
住
民
に
理
解
し
て
も
ら

い
な
が
ら
協
力
を
求
め
て
い
く
。

問答 熊
対
策
と
し
て

　
　
　
　
草
刈
り
の
徹
底
を

長
寿
命
化
計
画
よ
り
踏
み
込
ん

で
、
実
施
計
画
を
策
定
す
べ
き
。

本
市
が
管
理
す
る
橋
梁
は
９
０

１
あ
り
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
き
、
５
年
に
一
度
定
期
点

検
を
実
施
し
て
い
る
。
早
期
に
措
置
を

講
じ
る
べ
き

状
態
は
１
３

０
、
補
修
が

完
了
し
た
も

の
は
13
に
留

ま
っ
て
い
る
。

コ
ス
ト
縮
減

を
図
り
実
施

計
画
を
策
定

す
る
。

問答 橋
の
維
持
管
理
は

道
川
海
水
浴
場
の
今
後
の
取
り

扱
い
は
。

浜
小
屋
の
老
朽
化
に
よ
り
、
年

度
末
ま
で
に
全
て
の
施
設
を
解

体
す
る
。
本
荘
マ
リ
ー
ナ
と
道
川
海
水

問答 沿
岸
部
の
周
辺
観
光
は

風
力
発
電
事
業
者
が
確
実
に
収

益
を
得
ら
れ
る
よ
う
保
証
す
る

固
定
価
格
買
取
制
度
の
財
源
は
、
各
家

庭
か
ら
徴
収
し
て
い
る
再
エ
ネ
賦
課
金

で
あ
り
、
そ
の
金
額
は
わ
ず
か
１０
年
で

１５
倍
以
上
も
高
騰
し
、
物
価
高
と
相

ま
っ
て
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
。

再
エ
ネ
賦
課
金
は
、
制
度
開
始

の
平
成
24
年
度
が
０・22
円
／
キ

ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
、
令
和
４
年
度
は

３・45
円
／
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
。

　
世
帯
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
が
、
再
エ
ネ
の
普
及
は
、

地
球
温
暖
化
防
止
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
の
向
上
な
ど
の
課
題
解
決
に
つ
な

が
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

問答

再
エ
ネ
賦
課
金
は
一
般
家
庭
よ

り
徴
収
さ
れ
、
多
く
の
電
力
を

消
費
す
る
企
業
や
工
場
か
ら
は
徴
収
さ

れ
て
い
な
い
。

企
業
の
再
エ
ネ
賦
課
金
は
、
国

際
競
争
力
の
維
持
強
化
の
観
点

か
ら
、
国
策
と
し
て
一
定
の
条
件
で
減

免
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
全
く
払

っ
て
い
な
い
事
業
者
は
い
な
い
と
理
解

し
て
い
る
。

問答 知
識
の
乖
離
に
よ
り

市
民
を
分
断
さ
せ
な
い
た
め
に

「
風
力
発
電
の
真
実
」
を
問
う

道
路
側
溝
の
清
掃
が
完
遂
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
排
水
能
力
は

下
が
り
、
想
定
に
満
た
な
い
雨
で
も
冠

水
し
て
し
ま
う
。
本
荘
地
区
中
心
市
街

地
の
道
路
側
溝
清
掃
を
官
民
一
体
と
な

っ
て
や
り
き
る
べ
き
で
は
。

側
溝
清
掃
が
雨
水
排
水
能
力
を

確
保
し
、
大
雨
の
際
に
は
冠
水

被
害
抑
制
に
役
立
つ
こ
と
も
周
知
し
、

理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
市
民
と
の
協

力
体
制
を
築
い
て
い
く
。

問答

皆で汗した側溝清掃

海
洋
レ
ジ
ャ
ー
の
増
加
に
よ
り

道
川
漁
港
周
辺
の
安
全
管
理
の

た
め
、
住
民
と
の
勉
強
会
や
連
絡
協
議

会
の
立
ち
上
げ
は
。

利
用
者
が
不
特
定
多
数
で
あ
る

こ
と
や
地
元
の
方
と
は
限
ら
な

い
の
で
難
し
い
。
警
察
や
市
独
自
の
パ

ト
ロ
ー
ル
や
看
板
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ

り
利
用
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
。

問答

老朽化が進む橋

浴
場
は
、
波
打
ち
際
ま
で
砂
の
堆
積
が

進
み
、
海
水
浴
場
に
適
さ
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
の
在
り
方
と

併
せ
て
新
た
な
海
水
浴
場
の
検
討
を
行

う
。

食材費高騰でも給食費は据え置き

道
路
側
溝
清
掃
を

　
　
　
　
　
　
官
民
一
体
で

か
い
り
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ここが聞きたい
一 般 質 問

甫仮貴子
（高志会）

挨
拶
は
人
間
関
係
の
基
本
。
訪

れ
た
市
民
が
話
し
や
す
く
、
よ

り
親
し
ま
れ
る
開
か
れ
た
市
役
所
を
目

指
し
率
先
し
た
明
る
い
挨
拶
の
励
行
を
。

市
役
所
を
訪
れ
る
多
く
の
方
に

身
近
さ
や
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
て

挨
拶
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
る
。

問答 明
る
い
挨
拶
の
行
き
交
う

　
　
　
　
　由
利
本
荘
市
に

日
本
で
は
１７
歳
以
下
の
子
ど
も

の
７
人
に
１
人
（
１３
・
５
％
）

が
貧
困
状
態
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

本
市
で
も
そ
う
し
た
相
対
的
貧
困
に
あ

る
世
帯
が
１０
・
３
％
存
在
す
る
と
み
ら

れ
る
。
市
で
は
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

に
届
く
よ
う
な
具
体
的
対
策
や
積
極
的

支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。

子
ど
も
食
堂
な
ど
の
第
３
の
居

場
所
支
援
の
輪
が
広
が
る
こ
と

を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
取
り
組
み
を

問答 子
育
て
環
境
の
充
実
に
お
け
る

子
ど
も
食
堂
の
積
極
的
支
援
を

芸
術
文
化
の
振
興
、
文
化
・
交

流
の
場
、
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
創

出
の
拠
点
と
し
て
地
域
活
性
化
を
目
的

に
開
館
し
た
カ
ダ
ー
レ
。
当
初
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
合
う
観
光
・
物
産
品
の
発
信
、

市
民
が
気
軽
に
憩
え
る
飲
食
コ
ー
ナ
ー

の
充
実
な
ど
、
十
分
な
活
用
が
な
さ
れ

て
い
な
い
。
希
望
す
る
事
業
者
が
入
居

し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
。

店
舗
施
設
の
観
光
・
物
産
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
の
早
期
活
用
を
目

指
す
。
ま
た
飲
食
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て

も
指
定
管
理
者
と
協
議
し
柔
軟
な
運
用

の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

問答 カ
ダ
ー
レ
の
有
効
活
用
を

松本学
（市民の窓口）

市
道
付
替
線
、
法
体
園
地
整
備

計
画
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見

を
ど
の
よ
う
に
吸
い
上
げ
、
取
り
入
れ

て
そ
の
計
画
作
成
に
生
か
す
の
か
。

ダ
ム
湖
を
一
周
で
き
る
よ
う
つ

な
げ
て
ほ
し
い
と
の
地
元
の
声

を
鳥
海
ダ
ム
事
務
所
に
届
け
る
と
と
も

に
、
法
体
園
地
周
辺
一
帯
が
魅
力
あ
る

観
光
拠
点
と
な
る
よ
う
再
整
備
計
画
を

推
進
し
て
い
く
。

問答 鳥
海
ダ
ム
建
設
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　周
辺
整
備

風
力
発
電

　
　健
康
被
害
へ
の
対
応
は

増
加
傾
向
に
あ
る
不
登
校
児
に

つ
い
て
、
子
ど
も
を
産
み
育
て

や
す
い
環
境
の
創
造
と
い
う
観
点
か
ら

市
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

関
係
各
課
と
情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
、
不
登
校
に
関
す
る
課

題
の
解
決
に
向
け
た
様
々
な
方
策
を
研

究
し
、
解
決
に
向
け
て
一
層
努
め
る
。

問答

検
討
す
る
民
間
団
体
に
対
し
国
・
県
の

補
助
金
の
活
用
支
援
な
ど
情
報
発
信
の

強
化
に
努
め
て
い
く
。

市民の文化・交流の場「カダーレ」

人
口
減
少
、
少
子
化
に
よ
る
児

童
減
少
に
伴
う
学
校
の
統
廃
合

に
よ
り
廃
校
舎
と
な
る
建
物
の
利
活
用

に
つ
い
て
、
よ
り
市
民
に
開
か
れ
た
計

画
を
。

問 廃
校
の
利
活
用
の
考
え
は

市
民
の
健
康
を
守
る
事
が
何
よ

り
も
先
決
と
い
う
姿
勢
を
前
面

に
出
す
こ
と
こ
そ
が
、
今
後
日
本
全
国

で
計
画
さ
れ
て
い
る
洋
上
風
力
発
電
事

業
の
先
頭
に
立
つ
者
の
本
来
あ
る
べ
き

姿
で
は
な
い
か
。

相
談
が
あ
れ
ば
直
接
話
を
聞
き
、

現
地
の
状
況
な
ど
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
事
業
者
や
関
係
機
関
も

交
え
て
協
議
を
重
ね
、
解
決
で
き
る
よ

う
努
め
る
。

問答 風
車
健
康
被
害
者
の
会
設
立

広
く
市
民
か
ら
意
見
を
も
ら
い

な
が
ら
、
そ
の
地
域
に
と
っ
て

最
適
な
利
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め

る
。 答

阿部十全
（立憲民主・きずな）

この度、以前よりご要望のありました

車椅子用傍聴席を１席分設置しました。
この度、以前よりご要望のありました

車椅子用傍聴席を１席分設置しました。

　傍聴なさる際、事前申し込みは不要ですが、先着

順となりますのでご了承ください。満席の場合は、

本庁舎１階の市民ホールでテレビ中継をご覧ください

ますようお願いいたします。

　なお、傍聴席は本庁舎５階にあり、エレベーターを

ご利用いただきます。エレベーターの入口の幅は８５

センチメートル、奥行きは１３５センチメートルです。

車椅子用傍聴席は５階にある
　　傍聴席の入口側に設置されています

ここが聞きたい
一 般 質 問

児
童
生
徒
の
不
登
校
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　対
策
は

健
康
被
害
を
訴
え
て
い
る
人
へ

の
対
応
は
。

風
力
発
電
施
設
か
ら
の
健
康
へ

の
影
響
に
つ
い
て
相
談
が
あ
っ

た
場
合
、
事
業
者
や
関
係
機
関
を
交
え

て
協
議
を
重
ね
な
が
ら
解
決
に
向
け
て

努
め
て
い
く
。

問答

騒
音
の
影
響
を
受
け
や
す
い
、

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
調
査
や
予

防
措
置
は
行
う
の
か
。

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
調
査
、
予

防
措
置
は
考
え
て
い
な
い
。
相

談
が
あ
っ
た
場
合
は
事
業
者
責
任
に
お

い
て
、
課
題
解
決
で
き
る
よ
う
求
め
て

い
く
。

問答

健
康
被
害
を
訴
え
て
い
る
人
が
、

移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
、

生
活
支
援
や
経
済
的
支
援
な
ど
想
定
し

て
い
る
か
。

健
康
被
害
へ
の
懸
念
か
ら
住
所

を
移
転
す
る
こ
と
に
対
す
る
、

問答

洋
上
風
力
発
電
施
設
の
離
岸
距

離
が
近
い
こ
と
に
よ
る
影
響
な

ど
、
近
隣
住
民
に
説
明
し
理
解
を
得
て

い
る
の
か
。

事
業
者
が
沿
岸
地
域
の
町
内
会

長
を
対
象
と
し
た
地
域
単
位
で

の
説
明
会
を
実
施
し
、
質
問
や
意
見
に

対
応
し
て
い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
今
後
も
各
種
調
査
説
明
と
事
業
概
要
、

地
域
貢
献
策
な
ど
の
説
明
を
継
続
し
て

い
く
と
聞
い
て
い
る
。

問答
生
活
支
援
や
経
済
的
支
援
は
想
定
し
て

い
な
い
。
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、
事
業

者
や
関
係
機
関
を
交
え
て
協
議
を
重
ね

な
が
ら
解
決
に
向
け
て
努
め
て
い
く
。進む風力発電事業
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こ
こ
が

聞
き
た
い

8P 堀井新太郎（高志会）
１．橋の維持管理について

２．共に進める住民自治活動の在り方について

３．沿岸部の周辺観光について

４．熊対策としての公園や市道の草刈りの徹

底について

５．市奨学金返還助成制度について

こ
こ
が

聞
き
た
い

9P 正木修一（サキホコレ）
１．豪雨災害からの復旧状況と支援策について

２．ため池決壊災害への想定と危機管理体制

について

３．物価高騰による学校給食への影響について

４．ＧＩＧＡスクール構想下でのタブレット端

末の運用支援について

５．保育士の配置基準と市の現状について

６．市管理道路などの維持や安全対策について8P 大友孝徳（市民の窓口）
１．未来を切り拓く子どもを地域社会全体で

健やかに育てる施策について

２．ゆりほんテレビをもっとご視聴いただくた

めに

３．市窓口職員の昼食休憩について

４．道路側溝清掃を官民一体で

５．風力発電事業者と本市の契約内容について

６．市民を分断させないために「風力発電の

真実」について

10P 阿部十全（立憲民主・きずな）
１．風力発電について

佐々木隆一
（日本共産党）

統
一
協
会
は
霊
感
商
法
、
集
団

結
婚
な
ど
反
カ
ル
ト
集
団
の
顔
、

統
一
協
会
と
表
裏
一
体
の
政
治
組
織

「
国
際
勝
共
連
合
」
を
つ
く
り
反
共
と

反
動
の
先
兵
を
務
め
て
き
た
二
つ
の
顔

を
も
っ
て
い
る
。

　
参
院
選
後
、
地
方
自
治
体
や
議
員
ら

の
統
一
協
会
と
の
関
係
が
あ
と
を
絶
た

な
い
。
本
市
と
統
一
協
会
と
は
関
係
が

な
か
っ
た
の
か
。

市
と
し
て
も
実
態
を
把
握
し
調

査
を
行
っ
た
。
合
併
以
降
、
当

該
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
共
催
、

後
援
な
ど
へ
の
関
わ
り
は
一
切
な
い
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

問答 旧
統
一
協
会
関
連
団
体
と

　
　
　
　本
市
と
の
関
係
は

静
岡
県
の
こ
ど
も
園
で
送
迎
バ

ス
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
３
歳

児
が
命
を
失
う
事
件
が
発
生
し
、
前
年

は
福
岡
県
で
同
様
の
事
件
が
起
き
た
。

　
国
は
事
件
の
あ
と
、
子
ど
も
の
出
欠

状
況
、
バ
ス
の
乗
降
時
の
確
認
な
ど
を

全
国
の
保
育
園
や
こ
ど
も
園
に
通
知
し

た
。

　
今
回
の
事
件
を
受
け
、
送
迎
バ
ス
な

ど
を
所
有
す
る
保
育
園
や
こ
ど
も
園
に

一
斉
点
検
す
る
と
し
た
が
、
ど
の
よ
う

に
し
て
行
わ
れ
た
か
。

通
園
バ
ス
の
点
検
は
全
て
の
施

設
で
乗
降
時
の
氏
名
と
人
数
の

確
認
な
ど
安
全
対
策
が
徹
底
さ
れ
て
い

る
。　教

育
委
員
会
で
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

34
台
所
有
し
て
お
り
、
運
行
は
安
全
運

行
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
児
童

生
徒
の
安
全
確

保
に
努
め
て
い

る
が
、
バ
ス
の

委
託
業
者
に
改

め
て
注
意
喚
起

し
た
。

問答 通
学
通
園
バ
ス
の

　
　
　安
全
管
理
の
徹
底
を

6P 佐々木隆一（日本共産党）
１．旧統一協会関連団体と本市との関係は

２．安倍元首相の国葬に関連して

３．ＪＲ赤字ローカル線について国は責任を果たせ

４．通学通園バスの安全管理の徹底を

５．税の障害者控除を要介護の高齢者へも

６．中小企業への融資の実態と支援策は

７．ゲノム編集トマトの小学校への配布は拒否すべき

7P 松本学（市民の窓口）
１．鳥海ダム建設に係る周辺整備について

２．廃校の利活用について

３．児童生徒の不登校について

４．コロナワクチン接種予約のナビダイヤル

について

５．風車健康被害者の会設立について

7P 甫仮貴子（高志会）
１．明るい挨拶の行き交う由利本荘市に

２．子育て環境の充実における子ども食堂の

積極的支援を

３．健康あふれる由利本荘を目指す認知症予

防について

４．カダーレの有効活用について

9P 佐藤健司（高志会）
１．財政運営について

２．人口減少対策について

３．農業振興策について

４．産業振興策について

５．ウォーカブル推進の取り組みについて

１２月定例会では、８人の議員が質問に立ちました。
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議員辞職や会派解散に伴い、一部の委員会と会派構成に変更がありました。

会
長
　
　
　
長
　
沼
　
久
　
利

副
会
長
　
　
吉
　
田
　
朋
　
子

幹
事
長
　
　
小
　
松
　
浩
　
一

会
計
　
　
　
泉
　
谷
　
赳
　
馬

監
事
　
　
　
三
　
浦
　
秀
　
雄

幹
事
　
　
　
甫
　
仮
　
貴
　
子

幹
事
　
　
　
堀
　
井
　
新
太
郎

　
　
　
　
　
高
　
橋
　
信
　
雄

　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
健
　
司

　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
義
　
之

　
　
　
　
　
髙
　
橋
　
和
　
子

　
　
　
　
　
渡
　
部
　
聖
　
一

会 派 の 構 成

高
　
志
　
会

サ
キ
ホ
コ
レ

公
　
明
　
党

日
本
共
産
党

会
長
　
　
　
三
　
浦
　
　
　
晃

副
会
長
兼
幹
事
長

　
正
　
木
　
修
　
一

代
表
　
　
　
佐
　
藤
　
正
　
人

立
憲
民
主
党

代
表

　
　
　小

　川

　幾

　代

代
表
　
　
　
佐
々
木
　
隆
　
一

会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　阿

　部

　十

　全

　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
順
　
男

◎
正
　
木
　
修
　
一

　
　
　
　
　（
サ
キ
ホ
コ
レ
）

〇
泉
　
谷
　
赳
　
馬

　
　
　
　
　
　
　（
高
志
会
）

　
佐
　
藤
　
正
　
人

　
　
　
　
　
　
　（
公
明
党
）

　
佐
々
木
　
隆
　
一

　
　
　
　
　（
日
本
共
産
党
）

　
大
　
友
　
孝
　
徳

　
　
　
　
　（
市
民
の
窓
口
）

　
甫
　
仮
　
貴
　
子

　
　
　
　
　
　
　（
高
志
会
）

　小

　川

　幾

　代

　
　
　
　
　（
立
憲
民
主
党
）

　
吉
　
田
　
朋
　
子

　
　
　
　
　
　
　（
高
志
会
）

議
会
報
編
集

　特
別
委
員
会

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
及
び
発
行
に
関

す
る
事
項

◎
渡
　
部
　
聖
　
一

　
　
　
　
　
　
　（
高
志
会
）

〇
三

　浦

　
　
　晃

　
　
　
　
　（
サ
キ
ホ
コ
レ
）

　
小
　
松
　
浩
　
一

　
　
　
　
　
　
　（
高
志
会
）

　
泉
　
谷
　
赳
　
馬

　
　
　
　
　
　
　（
高
志
会
）

　
吉
　
田
　
朋
　
子

　
　
　
　
　
　
　（
高
志
会
）

　
長
　
沼
　
久
　
利

　
　
　
　
　
　
　（
高
志
会
）

議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
。
議
会

の
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関
す
る
条
例

な
ど
に
関
す
る
事
項
。
議
長
の
諮
問
に

関
す
る
事
項

◎
＝
委
員
長
　
〇
＝
副
委
員
長

◎
＝
委
員
長
　
〇
＝
副
委
員
長

市
民
の
窓
口

会
長
　
　
　
大
　
友
　
孝
　
徳

幹
事
長
　
　
松
　
本
　
　
　
学

そ
れ
ぞ
れ
の
名
簿
は
令
和
４
年
１２
月
１９
現
在
の
も
の
で
す
。



●福島県いわき市

　次世代交通システム社会
●福島県南相馬市

　復興とイノベーション
●阿武隈急行株式会社

　三セク鉄道の状況

１０月２６日～２８日

総務常任委員会
　
広
域
多
角
分
散
型
都
市
構
造
を
も
つ

い
わ
き
市
は
、
次
世
代
交
通
シ
ス

テ
ム
社
会
を
目
指
し
て
い
る
。
カ
ー
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
や
タ
ク
シ
ー
配
車
ア
プ
リ

導
入
に
よ
る
観
光
移
動
、
宅
配
サ
ー
ビ

ス
、
出
張
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
を
官

民
連
携
で
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ

ィ
を
活
用
し
、
観
光
地
や
市
街
地
を
ゆ

っ
く
り
回
遊
す
る
実
証
運
行
を
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
交
通
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
確

立
に
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
活
用
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
。

　
原
発
か
ら
近
い
南
相
馬
市
で
は
、

震
災
な
ど
災
害
時
に
お
け
る
支
援
体
制

に
つ
い
て
、
住
宅
・
物
資
・
医
療
・
事

務
な
ど
、
機
能
別
に
他
の
市
町
村
と
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時

に
お
け
る
議
会
・
議
員
の
役
割
に
つ
い

て
要
領
を
定
め
た
。

　
さ
ら
に
震
災
や
原
子
力
災
害
に
よ
っ

て
失
わ
れ
た
浜
通
り
地
域
の
産
業
回
復

を
め
ざ
す
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

「
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
」

が
完
成
。
ロ
ボ
ッ
ト
や
ド
ロ
ー
ン
、
空

飛
ぶ
車
な
ど
の
実
証
試
験
に
活
用
さ
れ
、

研
究
者
の
活
動
拠
点
に
な
っ
て
い
る
。

　
阿
武
隈
急
行
株
式
会
社
は
、

通
勤
通
学
の
定
期
利
用
者
が
多
く
黒
字

路
線
だ
っ
た
が
、
少
子
高
齢
化
や
車
社

会
の
進
展
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
や
相
次

ぐ
災
害
に
よ
り
減
収
に
転
じ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
各
種
企
画
乗
車
券
や
グ
ッ

ズ
の
販
売
。
沿
線
開
発
推
進
協
議
会
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ

車
両
の
運
行
、
鉄
印
帖
事
業
に
取
り
組

み
、
安
定
的
で
持
続
可
能
な
地
域
鉄
道

事
業
者
を
目
指
し
て
い
る
。
由
利
高
原

鉄
道
も
同
様
に
活
性
化
す
る
よ
う
期
待

す
る
。
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由利本荘市にも生かしていきます

●委員会発案第３号
　安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇
改善を国に求める意見書の提出について

●委員会発案第４号
　医療・介護・保育・福祉などの職場で働く全ての
労働者の大幅賃上げを国に求める意見書の提出につ
いて

●委員会発案第５号
　介護保険制度の改善を国に求める意見書の提出に
ついて

●委員会発案第６号
　学校部活動の地域移行に関する国への意見書の提
出について

委 員 会 発 案 可決
●由利本荘市情報通信技術を活用した

　行政の推進に関する条例の制定について

　情報通信技術を活用した行政の推進を図るため、

　条例を制定するもの

●由利本荘市ＣＡＴＶセンター条例の一部を改正す

　る条例案

　多重情報伝送施設機能の廃止などによる運用の見

　直しに伴い、条例の一部を改正するもの

●由利本荘市コミュニティセンター条例の一部を改

　正する条例案

　由利本荘市羽広地区コミュニティセンターの用途

　廃止に伴い、条例の一部を改正するもの

条例関係（主なもの） 可決

◆新山小学校改築建築主体工事

　（第Ⅰ・Ⅱ期）請負変更契約の締結について

　変更後の契約金額：２８億６８３０万５０００円
　契約の相手方：村岡・長田・山科特定建設工事
　　　　　　　　共同企業体

契約締結（主なもの） 可決

12月定例会12月定例会

意見書
提出

内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣
厚生労働大臣

意見書
提出

内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣
厚生労働大臣

意見書
提出

内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣
厚生労働大臣

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
総務大臣　財務大臣　厚生労働大臣

意見書
提出

衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
財務大臣　文部科学大臣
スポーツ庁長官　文化庁長官

採　　択

○陳情第６号

　安全・安心の医療・介護実現のため人員増と処遇

　改善を国に求める意見書提出についての陳情

秋田県医療労働組合連合会　執行委員長　三浦耐子

○陳情第７号

　医療・介護・保育・福祉などの職場で働く全ての

　労働者の大幅賃上げを国に求める意見書提出につ

　いての陳情

秋田県医療労働組合連合会　執行委員長　三浦耐子

○陳情第８号

　介護保険制度の改善を国に求める意見書提出につ

　いての陳情

秋田県社会保障推進協議会　会長　佐藤幸美

○陳情第９号

　学校部活動の地域移行に関する国への意見書提出

　についての陳情

加賀屋俊悦

継続審査

○陳情第１０号

　消費税インボイス制度の実施延期を国に求める意

　見書提出についての陳情

秋田県商工団体連合会　会長　小玉正憲

趣旨採択

○陳情第１１号

　米余りを解消し食料自給率を高めるために水稲収

　穫量調査の基準見直しを国に求める意見書提出に

　ついての陳情

生き物共生農業を進める会　代表　今野茂樹

◎土地（新ごみ処理施設整備事業用地）
　の取得について
　取得金額：６１９６万３３６０円

財 産 の 取 得 可決

学んできました!先進地の事例

行 政 視 察 報 告

総務

★いわき市
★南相馬市
★阿武隈急行
　株式会社

教民★七尾市
★中能登町
★射水市

産建
★洲本市 ★丸亀市
★善通寺市

福島ロボットテストフィールドでは、
ドローンなどの実証試験が行われている

様々な取り組みにより持続可能な
地域鉄道事業者を目指す阿武隈急行（株）の電車

（
注
１
）

み
な
み

そ
う

ま

あ

ぶ

く
ま

き
ゅ
う

こ
う

陳　情　結　果

（
注
１
）
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
…
時
速
20

㎞
未
満
で
公
道
を
走
る
こ
と
が
で
き
る
電
動
車
を
活
用
し

た
小
さ
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
で
、
そ
の
車
両
も
含
め
た
総
称
。

　令和４年１２月１９日付で一身上の都合により、岡見

善人議員から辞職願が提出され、同日付で辞職を許

可することが決定された。

議員の辞職許可



サテライトオフィス機能強化整備計画　備品等配置図（案）

413 由利本荘市議会だより  第71号（12月定例会） 由利本荘市議会だより  令和5年／2023年2月1日発行

●石川県七尾市
　新ごみ処理施設について
●石川県中能登町
　子育て支援事業について
●富山県射水市
　新湊博物館展示・
　教育普及活動について

１０月２６日～２８日

教育民生常任委員会
　
七
尾
市
で
は
令
和
５
年
４
月
の
稼

働
を
予
定
し
て
い
る
新
ご
み
処
理
施
設

整
備
の
取
り
組
み
を
視
察
し
た
。
施
設

の
処
理
方
式
は
全
連
続
燃
焼
式
焼
却

炉
（
ス
ト
ー
カ
式
）、
処
理
能
力
は
１

日
当
た
り
70
㌧
で
、
余
熱
を
施
設
内
給

湯
と
敷
地
内
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
利
用
す
る
計
画
で
あ
る
。
事
業
方
式

は
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
で
、
管
理
運
営
は
民
間

事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
効
率
化
・

合
理
化
が
図
ら
れ
る
と
い
う
。

　
中
能
登
町
は
、
平
成
27
年
の
合

計
特
殊
出
生
率
が
１
・
83
と
石
川
県
内

ト
ッ
プ
で
あ
り
、
そ
の
要
因
は
妊
娠
前

か
ら
始
ま
る
切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支

援
や
、
役
場
内
の
福
祉
・
保
健
部
門
の

み
に
と
ら
わ
れ
な
い
連
携
な
ど
当
市
に

と
っ
て
も
検
討
の
価
値
が
あ
る
内
容
で

あ
っ
た
。

　
射
水
市
で
は
新
湊
博
物
館
を
視
察

し
た
。江
戸
時
代
に
生
ま
れ
た
和
算
家
、

測
量
家
の
資
料
や
歴
史
・
民
俗
資
料
を

展
示
し
な
が
ら
、
市
内
の
小
学
生
に
測

量
庭
園
で
体
験
学
習
を
実
施
す
る
な

ど
、
展
示
す
る
だ
け
で
は
な
い
博
物
館

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

建設の進む建物も調査

本市とも関連のある北前船の模型

●兵庫県洲本市
　エネルギーパーク洲本について
●香川県丸亀市
　丸亀城を中心とした観光戦略について
●香川県善通寺市
　「讃岐もち麦ダイシモチ」地域ブランド
　化に向けた取り組みについて

１１月８日～１０日

産業建設常任委員会
　
洲
本
市
で
は
、
環
境
の
変
化
や
災

害
の
リ
ス
ク
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
持

続
す
る
地
域
を
築
く
た
め
、
地
域
の
自

然
や
産
業
に
根
ざ
し
た
環
境
と
の
共
生

を
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、

今
回
視
察
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
洲
本

は
、
国
の
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
の

指
定
を
受
け
て
い
る
。

　
菜
の
花
や
ひ
ま
わ
り
を
核
と
し
た
地

域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
生
産
や
、
放
置
竹
林
解
消
の

た
め
竹
チ
ッ
プ
を
主
燃
料
と
す
る
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
温
浴
施
設
へ

の
熱
供
給
、
た
め
池
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
浮
か
せ
て
発
電
す
る
フ
ロ
ー
ト
パ
ー

ク
の
取
り
組
み
な
ど
、
行
政
が
主
体
と

な
っ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
進
め
て
い
た
。

　
本
市
の
友
好
都
市
と
し
て
、
丸
亀
城

の
お
城
ま
つ
り
や
旧
矢
島
町
冬
ま
つ
り

な
ど
の
交
流
が
あ
る
香
川
県
丸
亀
市

で
は
、
現
存
十
二
天
守
と
し
て
は
初
め

て
Ｖ
Ｒ
や
Ａ
Ｒ
を
用
い
た
歴
史
体
感
ア

プ
リ
を
導
入
し
た
。
観
光
客
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
向
け
の
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
で
、
丸

亀
城
の
歴
史
を
仮
想
的
に
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果
に
も

期
待
で
き
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
善
通
寺
市
の
「
讃
岐
も
ち
麦
ダ
イ

シ
モ
チ
」
は
、
同
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
ラ
ン
キ
ン
グ
で
２
位
の
実
績
を
誇
る
。

同
市
の
Ｔ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
設
立
さ
れ
た
ま

ち
づ
く
り
会
社
（
同
市
、
商
工
会
議
所
、

商
店
連
合
会
が
出
資
）
が
、
そ
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
や
販
売
活
動
を
行
っ
て
い

た
。
豊
か
な
発
想
力
は
本
市
で
も
参
考

に
な
る
と
感
じ
た
。

弘法大師空海にちなんで
名付けられた「ダイシモチ」

情報通信技術を活用した
行政の推進に関する条例の制定

問 　条例制定の理由は。

答 　国のデジタル行政推進法などの動向を踏ま
え、書面で行う必要のある手続きをオンライン
で行うことを可能とし、市民や事業者の利便
性の向上や、行政運営の効率化を図ることを
目的とする。

　より多くの手続きをオンラインで行うことを可

能にします。 総

※議案第１６６号：土地（新ごみ処理施設整備事業用地）の取得について

※伊藤順男議長は、採決に加わりません。　※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。　※共産党：日本共産党
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表
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大
友

　孝
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三
浦

　
　晃

阿
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小
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　幾
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岡
見
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人

渡
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一

髙
橋
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子

佐
藤
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佐
藤

　健
司

高
橋

　信
雄

堀
井
新
太
郎

甫
仮

　貴
子

三
浦

　秀
雄

泉
谷

　赳
馬

小
松

　浩
一

吉
田

　朋
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長
沼

　久
利
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○：賛成　×：反対　欠：欠席

サテライトオフィスの
機能強化整備

問 　どのような整備をするのか。

答 　防音やプライバシーの観点から、ウェブ会議
室にパネルや吸音板を、ブースにはパーテー
ションなどを設置する。
　また、オフィス内で通話やオンライン配信が
行えるようにテレキューブ（防音型個室ブース）
を設置する。

　産学共同研究センターにあるサライトオフィ

スの機能を強化します。 産

道の駅岩城周辺施設修繕

問 　修繕箇所は。

答 　港の湯サウナ内の腐食箇所の修繕や、故障
しているサウナのサーモスタットの交換修繕、
雨や雪が吹き込んでいるレストランの窓・サッ
シの修繕など、計８項目の修繕を行う。

　道の駅岩城周辺施設の老朽化などが激しい箇

所の修繕を行います。 産

４月から新たなスタート　道の駅岩城

子育て支援アプリの導入

問 　どのようなアプリか。

答 　令和５年４月１日の運用開始を予定しており、
画面を通して相手の表情を読み取りながら、
子育ての悩みや不安に寄り添ったサービスが
行えるアプリであり、相談体制も整えていく。
＜アプリの主な機能＞
○成長・健診記録
○予防接種のスケジュール管理
○子育てイベント情報の配信
○子育て支援情報の配信
○オンライン相談サービス

　従来の母子手帳に加え、スマホを活用した妊

娠期から子育て期の情報管理、情報発信の強化

を図ります。 教

（
注
２
）

な
な

お

な
か

の

と

い

み
ず

（
注
３
）

（
注
４
）

（
注
５
）

す

も
と

ぜ
ん

つ
う

じ

ま
る

が
め

（
注
２
）Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
と
は
…
事
業
方
式
の
一
つ
で
、
公
共

が
資
金
を
調
達
し
、
設
計
・
建
設
お
よ
び
運
営
を
民
間
に

委
託
す
る
方
式
の
こ
と
。

（
注
３
）Ｖ
Ｒ
と
は…

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
創
り
出

さ
れ
た
仮
想
的
な
空
間
な
ど
を
現
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に

疑
似
体
験
で
き
る
仕
組
み
。
仮
想
現
実
。

（
注
４
）Ａ
Ｒ
と
は…

現
実
世
界
に
仮
想
世
界
を
重
ね
合

わ
せ
て
表
示
す
る
技
術
を
指
す
言
葉
。 Augm

ented 
Reality

の
略
。
拡
張
現
実
。

（
注
５
）Ｔ
Ｍ
Ｏ
と
は…

Tow
n Management Organization

の
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
商
業
ま
ち
づ
く
り

を
運
営
・
管
理
す
る
機
関
。
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永年にわたり地方自治

の振興に貢献されたと

して、11月1日に秋田

県知事より表彰状を

授与されました。

秋田県地方自治
功労者表彰

長沼 久利  議員

11月16日に市内ホテ

ルにて、地方自治の振

興に尽力された功績

を称え顕彰されました。

由利本荘市功労者顕彰
渡部 聖一  議員

都市ガス料金の値上げ

問 　どのような背景なのか。

答 　ガス原料価格が３５円上昇しており、今回の
原料価格の高騰は値上がり幅が非常に大き
く、経費削減だけの対応では安定したガス事
業を継続できないため、１立方メートル当たり
税込で３５円の値上げを令和５年５月検針分よ
り行うべく条例の一部を改正する。
　また、国の電気・ガス価格激変緩和対策事
業による支援分の料金軽減にも対応できるよ
う、条例の一部を改正する。

　ガス供給条例の一部を変更し、ガス料金の値

上げを行います。 産

「鳥海山  木のおもちゃ館」に名称変更

問 　なぜ名称を変更するのか。

答 　「美術館」の名称によって美術品が展示さ
れていると思われることが多いため、「おもち
ゃ館」に変更する。また「鳥海山木」と読
み間違われるため、令和５年４月１日から鳥海
山の後ろにスペースを空け「鳥海山　木のお
もちゃ館」という名称に変更する。

　「鳥海山木のおもちゃ美術館」から名称を変

更します。 産

結婚新生活支援事業費の増額

問 　本市での新生活に対しての支援か。

答 　人口減少対策として、
本市での新生活に伴う必
要経費を支援するもので、
当初見込みより事業の活
用が増えたため追加する。

　結婚に伴う必要経費を支援します。 総

マイナンバーカード交付用
統合端末

問 　交付用端末の増設か。

答 　マイナンバーカード取得促進体制強化に係
る交付用統合端末３台、タッチパネルディスプ
レイ１台を増やし、マイナンバーカード取得率を
上げていく。

　マイナンバーカード取得を促進します。 総

　原油価格の高騰に伴い、保育施設、障がい者支

援施設、介護保険施設などの光熱費負担軽減を図

ります。

物価高騰への対応

問 　対象の内容は。

答 　保育施設は利用者数に応じて、障がい者支
援施設、介護保険施設などは利用する定員数
に応じて助成を行う。この補助金の県補助率
は1/2である。

教

児童福祉費寄付金

問 　寄付金の使い道の指定はあったのか？

答 　子育てに関するものに使って欲しいとの意
向があり、こどもプラザ「あおぞら」で使用
する室内遊具の購入を検討している。

　明治安田生命から市へ５４万８千円の寄付があり

ました。 教

入部４００年記念事業

問 　どのような目的なのか。

答 　一つの市に、かつて３人の領主が統治し、そ
れぞれの特徴ある歴史と文化を今も受け継い
でいる市は全国でも珍しい。この400年という
節目を市全体で祝し、世界に向けて自信と誇りを
持って由利本荘市の魅力を発信していく。

　六郷氏・岩城氏・打越氏の入部４００年を記

念し、記念事業を行います。 産

色々な関連事業が計画されている入部４００年記念事業

他
の
市
議
会
の
取
り
組
み
は
？

１月１０日 視察奥州市議会

奥
州
市

議会改革度調査２０
２１

全国総合３位!

　岩手県奥州市議会では、議長の所信表明を市民との約束と位置付け、任期４年間に議
会として取り組む「議長マニフェスト」にまとめ直して、議会の公式なものとして発表している。
　また政策提言の実施方法の一つとて「政策決議提案」を
定義し決議案を議会に提案する方法とした。

【議長マニュフェストの項目】

① 議会の見える化の推進

② 広報・広聴活動の充実・強化

③ 政策立案・政策提言サイクルの充実・強化

④ 議員間討議の制度化

⑤ 議員成り手不足解消

奥州市議会の
政策決議
提案サイクル



姉妹城・親善都市と交流都市の
　　　　　　　　　　　　　　観光と物産展　開催式典（高松市）
全国市議会議長会研究フォーラム　～２０日（長野市）

伝統的工芸品月間国民会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全国大会記念式典（秋田市）
市文化財保護団体連合会歴史講演会

民生委員・児童委員委嘱辞令伝達式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　並びに退任感謝状贈呈式
鳥海ダム転流式

議長公務・交際費の詳細につきましては、市ホームページをご覧ください。

慶祝、協賛など

弔　　　事

１０月 １１月 １２月

66,457円
（8件）

50,059円
（11件）

5,000円
（1件）

40,000円
（2件）

30,000円
（1件）

0円
（0件）

議長交際費議長交際費

議会の予定は変更になる場合があります。
詳細は議会事務局までお問い合わせください。（ＴＥＬ２４－６３８６）

議長公務（主なもの）議長公務（主なもの）

１０月

１１月

１２月

１２月

１１月

１０月

議会報編集特別委員会
愛知県豊橋市議会総務委員会行政視察来訪
議会運営委員会
議会報編集特別委員会
臨時会
議会全員協議会
総務常任委員会協議会
群馬県太田市議会行政視察来訪
京都府向日市議会行政視察来訪

横手市議会行政視察来訪
岩手県奥州市議会行政視察来訪
会派代表者会議
議会運営委員会
本会議（開会）
議会全員協議会

本会議（一般質問）～８日
議会運営委員会
会派代表者会議
委員会（議案審査）および１２日
議会運営委員会
本会議（閉会）
会派代表者会議
議会報編集特別委員会

４日

１１日

１７日

１８日
２５日

１５日

１６日
２２日
３０日

７日
８日

９日
１９日

２３日
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議会日誌議会日誌

総 … 総務常任委員会 教 … 教育民生常任委員会 産 … 産業建設常任委員会

文中の記号は次のとおり所管委員会を表しているものです。

12 

月

定

例

会

（１０／１～１２／３１）

　１０月臨時会が、１０月１７日に開催され補正予算案２件が可決されました。また、１２月定例会が、１１月
３０日から１２月１９日までの２０日間の日程で開催され、条例案１９件、契約案件５件、補正予算案１６件、
その他１７件の市提出案件計５７件が審議され、全てが原案のとおり可決されました。
　また陳情６件のうち採択は４件、趣旨採択１件、継続審査１件となり、委員会発案４件が可決されました。

１２月定例会
１０月臨時会

議案の中からピックアップ

市議会カレンダー
● ３月定例会の予定 ●

２／５ １１

１２ １４１３

１９ ２５２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２７ ２８ ３／１ ２

１８１６ １７

１２ １４ １５ １６ １８

４

５

２６

１１

月 火 水 木 金 土日

９７ ８ １０

２月６日（月）
正午までに受理する
請願・陳情を審議
する予定です

　本会議でどんなことがどのように話し合われ
ているのか、様々な手段で知ることができます。
皆さんの暮らしに直結していることばかりです。
ぜひご覧ください。

議会を見よう！知ろう！

▶ 次の定例会は2／15～3／１7 ◀

議会を傍聴！ライブで！
事前の申込みは必要ありません。当日、
直接傍聴席（市役所本庁舎５階）へおい
でください。

会議録で読む
議会終了後２カ月程度で会議録はできあが
ります。会議録は、由利本荘市ホームペー
ジから見ることができます。

ケーブルテレビで生中継
本会議の様子を生中継でご覧になれます。

由利本荘市議会　会議録 検 索

議会だよりをちいき本棚で！ 
由利本荘市議会だよりは、過去のものを含め、

「SideBooks」のちいき本棚でご覧いただけます。

 https://cccc.backshelf.jp/

本会議
（開会・施政方針）

本会議
（会派代表質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

常任
委員会

常任
委員会

常任
委員会

６

１５

３

６ ７ ８ ９ １０

１３
本会議
（閉会）

１７

１０月臨時会で議決した主な事業は

次のとおりです。すでに実施済み

の事業もあります。

林道災害復旧事業費
（補助災害）

　令和４年８月１２日からの大雨による林道

災害の復旧補助事業に係る工事請負費で

す。

電力・ガス・食料品等価格高騰
緊急支援給付金給付事業

　電力・ガス・食料品などの価格高騰を

受け、非課税世帯の経済的負担を軽減す

るための給付金です。

　世帯員全員が令和４年度の住民税非課

税となっている世帯の世帯主へ、国の給付

金５万円も併せて給付します。

エネルギー・食料品価格高騰
対応緊急支援事業

　電力・ガス・食料品などの価格高騰を受

け、生活の経済的負担を軽減するため、課

税世帯に対し世帯員１人あたり５千円分の

商品券を配付します。

地域公共交通利用促進
緊急対策事業

問 　事業内容は。

答 　タクシーの利用を促すため、５００万円の予
算を計上し活性化を図る。
　タクシー利用者に、次回利用時に使用でき
る割引券を配布する。

　タクシーの利用促進に活用されます。 総

８日

１９日

１７日

２６日

１日

１８日

産

教

教

教

新ごみ処理施設の土地取得

問 　取得する土地の面積と金額は？

答 　12万3926.72
平方メートルの
土地を6196万
3360円で購入
する。地権者は
１人、単価は評
価鑑定を受けた
ものであり、そ
の評価額である。

　新ごみ処理施設の建設にあたり、用地を取得し

ます。

配置計画  イメージ図
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会派と委員会の構成変更　　　　▶Ｐ１１
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お知らせします　議会の動き　　▶Ｐ１５
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目地区の自慢は、毎月一日に行われている「あ

いさつチャレンジデー」です。これは、西目

小中と青少年育成市民会議西目支部や地域の方々

が、朝に出会う人達と挨拶で交流を行い、日々の感

謝を伝える取り組みです。

　その日は、私達西目中生も、こども園や小学校

で活動しますが、小さな子からお年寄りまで声を掛

け合って交流をすることに「西目の誇りと絆」を強

く感じます。私はこれからも挨拶の輪を広げ、積極

的に声を出す人になりたいです。

  挨拶で気持ちを伝え合える西目は、私の大好きな

居場所です。これからも爽やかな笑顔と元気な挨

拶を、西目の風に乗せて地域の皆さんにお届けしま

す。

は鳥海町に住んでいます。鳥海町の好きなと

ころは、二つあります。

　一つ目は、豊かな自然です。自然に囲まれて過ご

すと気分が落ち着きます。特に好きなところは鳥海

山です。学校からきれいに見えるので、学校や地域

のシンボルのようなものだと思っています。

　二つ目は、地域の人のあたたかさです。登校する

とき、近所のおばさんはいつも「おはよう、裕奈ちゃ

ん」と声をかけてくれます。そんなときは元気にあ

いさつを返しています。あいさつを交わし合うこと

で、地域の人のあたたかさが伝わってきます。

　これからも鳥海町の良いところを見つけ、さらに

住みやすいまちにしていきたいです。

愛 ＬＯＶＥ
アイ ラブ

ゆりほんじょう
vol.29

西 私

鳥海町のここが好き

鳥海小学校 ６年

さん菅野 裕奈

西目中学校 ２年

（町内名　新町）（町内名　潟端）

さ さ き ゆ あ すが の ゆ な

さん佐々木 結愛

　
今
か
ら
一
年
前
の
ち
ょ
う
ど
今
頃
、「
今
日
、
す

ご
く
良
い
園
見
つ
け
た
ん
だ
！
今
ま
で
で
一
番
か

も
。
子
ど
も
た
ち
を
通
わ
せ
た
い
な
ぁ
」
夫
が
帰
っ

て
来
る
な
り
そ
う
言
い
出
し
た
。

　
引
っ
越
す
気
は
全
然
な
い
け
ど
一
応
、
場
所
を
聞

い
た
。
冗
談
か
と
思
っ
た
。
職
場
ま
で
今
住
ん
で
い

る
所
な
ら
徒
歩
１０
分
な
の
に
、
そ
こ
は
車
で
１
時
間

半
か
か
る
。
で
も
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
園
を
見
て
き

た
彼
が
一
番
か
も
…
と
い
う
園
は
正
直
気
に
な
る
。

２
月
に
入
っ
て
３
人
目
を
妊
娠
し
て
い
る
事
が
わ

か
っ
た
。
５
歳
児
の
長
男
は
難
し
い
時
期
、
次
男
は

２
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
幼
稚
園
に
は
預
け
ら
れ
な

い
け
ど
私
と
一
日
中
一
緒
に
い
た
ら
こ
の
子
の
可
能

性
を
制
限
し
て
し
ま
い
そ
う
だ
と
思
っ
た
。
ど
こ
か

良
い
保
育
園
に
預
か
っ
て
も
ら
え
た
ら
…
と
初
め
て

思
っ
た
。

　
遊
び
に
お
い
で
〜
っ
て
言
っ
て
た
か
ら
一
度
行
っ

て
み
よ
う
？
と
半
信
半
疑
で
み
ど
り
保
育
園
を
訪
ね

た
。
子
ど
も
た
ち
が
朝
か
ら
夕
方
ま
で
夢
中
で
遊
ん

で
い
る
姿
を
見
て
、こ
こ
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

長
男
が
次
に
み
ど
り
保
育
園
に
行
く
日
を
指
折
り
数

え
て
過
ご
す
姿
を
見
て
、こ
こ
し
か
な
い
と
思
っ
た
。

　
そ
し
て
今
、
こ
こ
に
き
て
色
々
な
方
々
に
助
け
て

頂
き
な
が
ら
、
三
男
も
預
か
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
み

ん
な
笑
顔
で
過
ご
せ
て
い
る
事
が
何
よ
り
嬉
し
い
。

こ

こ

に

移

住

し

て

り

ゆ

ほ

さ
か

さ
ん

東
由
利
地
域 

  

　　　　　　　　（
町
内
名
　老
方
）

保
坂

　友
理

代表者による二十歳の抱負

　
昨
年
１１
月
に
開
幕
し
日
本

中
を
歓
喜
の
渦
に
巻
き
込
ん

だ
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
日
本
代
表
の
吉
田
主
将
は
、

ド
イ
ツ
戦
の
直
前
に
、
こ
う

選
手
を
鼓
舞
し
ま
し
た
。

　「
歴
史
を
変
え
て
き
た
や
つ

は
、
勇
気
を
も
っ
て
前
進
し

た
や
つ
だ
け
だ
。
今
日
、
俺
た

ち
は
歴
史
を
変
え
る
ぞ
！
」

　
令
和
５
年
、
由
利
本
荘
市

議
会
は
伊
藤
順
男
議
長
を
中

心
に
、
皆
さ
ま
の
福
祉
増
進

の
た
め
、
勇
気
を
も
っ
て
前

進
し
、
由
利
本
荘
市
の
新
た

な
歴
史
を
開
く
べ
く
、
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　（
大
友
孝
徳
）

委
員
長
　
　
正
木
　
修
一

副
委
員
長
　
泉
谷
　
赳
馬

委
員
　
　
　
佐
藤
　
正
人

　
　
　
　
　
佐
々
木
隆
一

　
　
　
　
　
大
友
　
孝
徳

　
　
　
　
　
甫
仮
　
貴
子

　
　
　
　
　
小
川
　
幾
代

　
　
　
　
　
吉
田
　
朋
子

挨拶を西目の風にのせて

議会だより第 70 号 P.12 の氏名（読みがな）に次のとおり誤りがありました。
（誤）伊藤  侑翔  いとう ゆうしょう さん　→　（正）伊藤  侑翔  いとう ゆきと さん

お詫びして訂正いたします。
お詫びと訂正


